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『
黄
帝
内
経
』
（
以
下
、
『
内
経
』
と
称
す
）
を
哲
学
的
な

観
点
か
ら
研
究
し
た
劉
長
林
氏
は
『
内
経
』
医
学
に
お
け
る
気

の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。

《
内
経
》
発
展
了
先
秦
気
的
学
説
、
使
這
一
学
説
進
一
歩

系
統
化
、
同
時
将
其
応
用
到
医
学
、
天
文
学
、
気
象
学
等

方
面
去
。
因
此
“
気
”
的
概
念
在
《
内
経
》
的
学
術
思
想

中
、
占
有
特
別
重
要
的
地
位
、
如
果
説
、
《
内
経
》
的
全
部

学
説
都
是
建
立
在
気
的
理
論
之
上
的
、
那
井
不
為
過
（
註

1
)
。

気
は
『
内
経
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
従
来
は
『
内
経
』
中
の
気
の
い
く
つ
か
が
個
別
に

取
り
挙
げ
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
註
2
)
。

は
じ
め
に 『

黄
帝
内
経
』

近
年
に
至
っ
て
慮
玉
起
•
鄭
洪
新
両
氏
に
よ
り
『
内
経
』
中
の

ほ
と
ん
ど
の
気
を
網
羅
し
、
そ
れ
を
系
統
的
に
整
理
分
析
し
た

『
内
経
気
学
概
論
』
（
註
3
)
が
著
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
小
冊

で
あ
る
が
、
『
内
経
』
中
の
各
種
の
気
に
対
し
て
簡
に
し
て
要
心⑫

 

を
得
た
説
明
を
与
え
て
お
り
、
『
内
経
』
の
気
の
概
略
を
理
解

す
る
た
め
に
は
極
め
て
益
す
る
所
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

概
論
と
い
う
性
格
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
個
々
の
気
の

説
明
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
所
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
『
内
経
気
学
概
論
』
に
拠
れ
ば
八
十
余
種
あ

る
と
い
う
『
内
経
』
中
の
気
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思

う
。
そ
の
手
始
め
に
真
気
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由

は
真
気
に
は
二
つ
の
明
確
な
定
義
が
『
内
経
』
中
で
与
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
手
掛
り
に
し
て
他
の
定
義
の
与
え
ら
れ
て
い

な
い
真
気
の
概
念
の
明
確
化
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
本

に
お
け
る
真
気
に
つ
い
て

林

克
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稿
は
一
章
と
二
章
で
定
義
の
あ
る
真
気
の
考
察
を
行
い
、
三
章

で
は
一
・
ニ
章
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
て
定
義
の
な
い
真
気

の
考
察
を
行
う
。

所
受
於
天
の
真
気

『
霊
枢
』
刺
節
真
邪
（
『
太
素
』
巻
二
十
九
「
三
気
」
）
に

云
う
。

黄
帝
日
、
余
聞
、
気
者
有
真
気
、
有
正
気
、
有
邪
気
、

何
謂
真
気
、
岐
伯
日
、
真
気
者
、
所
受
於
天
、
与
穀
気
井

而
充
身
也
、
正
気
者
、
正
風
也
、
従
一
方
来
、
非
実
風
、

又
非
虚
風
也
、
邪
気
者
、
虚
風
之
賊
傷
人
也
、
其
中
人
也

深
、
不
能
自
去
、
正
風
者
、
其
中
人
也
浅
、
合
而
自
去
、

其
気
来
柔
弱
、
不
能
勝
真
気
、
故
自
去
、
虚
邪
之
中
人
也
、

洒
浙
動
形
、
起
竃
毛
而
発
膝
理
、
其
入
深
、
内
縛
於
骨
、

則
為
骨
痺
、
縛
於
筋
、
則
為
筋
掌
、
拇
於
肱
中
、
則
為
血

閉
不
通
、
則
為
癖
、
縛
於
肉
、
与
衛
気
相
縛
、
陽
勝
者
則

為
熱
、
陰
勝
者
則
為
寒
、
寒
則
真
気
去
、
去
則
虚
、
虚
則

寒
、
縛
於
皮
膚
之
間
、
其
気
外
発
膝
理
、
開
竃
毛
、
淫
気

往
来
（
註
4
)
、
行
則
為
痒
、
留
而
不
去
為
痺
、
衛
気
不

行
、
則
為
不
仁
、
虚
邪
偏
容
於
身
半
、
其
入
深
、
内
居
営

衛
、
営
衛
梢
衰
、
則
真
気
去
、
邪
気
独
留
、
発
為
偏
枯
、

其
邪
気
浅
者
、
肱
偏
痛
、

右
に
見
え
る
真
気
の
説
明
に
対
し
て
三
種
の
解
釈
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
馬
蒔
『
黄
帝
内
経
霊
枢
注
証
発
微
』
に
「
真
気
者
、

与
生
倶
生
、
受
之
子
天
」
と
云
う
も
の
で
、
真
気
の
由
来
を
「
所

受
於
天
」
に
限
定
し
、
そ
の
「
天
」
を
先
天
の
義
に
解
す
る
も

の
で
あ
る
。
第
二
は
馬
済
人
（
註
5
)
が
真
気
の
義
と
し
て
四

説
を
挙
げ
る
内
の
―
つ
で
、
「
真
気
是
后
天
之
気
的
組
成
部
分
。

ra 

《
霊
枢
．
刺
節
真
邪
》
上
説
、
“
真
気
者
、
所
受
於
天
、
与
穀

気
井
而
充
身
也
”
。
這
里
的
天
、
《
医
門
法
律
》
中
説
：
真
気
⑫

所
在
、
“
上
者
所
受
於
天
、
以
通
呼
吸
者
也
”
。
則
天
為
来
自

大
自
然
的
呼
吸
之
気
、
故
属
后
天
。
」
と
云
う
も
の
で
あ
る
。

真
気
の
由
来
を
「
所
受
於
天
」
に
限
定
す
る
点
で
は
第
一
説
と

同
じ
で
あ
る
が
、
「
所
受
於
天
」
を
後
天
と
解
す
る
点
で
異
な

る
。
第
三
は
張
志
聰
『
黄
帝
内
経
霊
枢
集
註
』
（
以
下
『
霊
枢

集
註
』
と
称
す
）
が
「
所
受
子
天
者
、
先
天
之
精
気
、
穀
気
者

後
天
水
穀
之
精
気
、
合
井
而
充
身
者
也
、
」
と
云
う
も
の
で
、

真
気
の
来
源
と
し
て
穀
気
ま
で
も
含
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

三
説
の
内
、
何
れ
が
是
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、
第
三
の
張
説
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
の
大
き
な
拠
り

所
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
霊
枢
集
註
』
が
真
気
の

説
明
の
本
文
を
「
真
気
者
、
所
受
於
天
、
与
穀
気
井
而
充
身
者

也
、
」
に
作
る
こ
と
で
あ
る
。
「
充
身
」
下
の
「
者
」
字
は
『
鍼

灸
甲
乙
経
』
（
以
下
『
甲
乙
経
』
と
称
す
）
巻
十
「
陰
受
病
発

痺
」
第
一
下
に
既
に
見
え
る
も
の
で
、
『
霊
枢
集
註
』
は
『
甲

乙
経
』
あ
る
い
は
『
甲
乙
経
』
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
者
」
字
の
存
在
は
真
気
の
内
に
先

天
の
気
と
後
天
の
気
を
包
含
す
る
と
い
う
張
説
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
「
者
」
字
が
存
在
し
な
い
場
合
、
張
説

の
立
場
は
弱
く
な
る
。
『
霊
枢
』
及
び
『
太
素
』
に
お
い
て
は

「
者
」
字
は
な
い
こ
と
か
ら
、
張
説
の
妥
当
性
は
低
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
加
う
る
に
『
荘
子
』
漁
父
の
次
の
一
文
は
張
説

の
成
立
の
可
能
性
を
ほ
ぼ
否
定
す
る
。

真
者
所
以
受
於
天
也
、

『
霊
枢
』
の
真
気
の
説
明
の
典
拠
が
こ
の
一
文
に
あ
る
こ
と
は

疑
問
を
挟
む
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

真
気
が
「
所
受
於
天
」
に
限
定
さ
れ
た
と
す
る
と
、
次
に
そ

れ
が
先
天
か
後
天
か
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
第
一
説
と
第
二

説
の
是
非
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
本
章
冒
頭
に
引
用
し
た
文

章
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
黄
帝
が
岐
伯
か
ら
真
気
・
正
気
・

邪
気
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
説
明

さ
れ
る
三
気
の
内
、
正
気
は
正
風
で
あ
り
、
邪
気
は
虚
風
で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
天
空
に
存
在
す
る
気
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

そ
の
二
気
と
併
称
さ
れ
る
真
気
も
天
空
中
の
気
を
扱
っ
て
い
る

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
天
空
中
の
気
は
先
天
・
後
天
を

論
ず
る
に
は
馴
染
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
体
内
に
摂

取
す
れ
ば
後
天
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
真
気
の
解
釈
と
し
て

は
第
二
の
馬
説
が
正
し
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ
を
『
内
経
』
の

医
学
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

6⑫
 

人
は
生
ま
れ
た
後
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
物
質

で
あ
る
気
を
体
外
か
ら
摂
取
す
る
。
こ
の
外
気
の
摂
取
に
関
し

て
、
『
内
経
』
は
二
種
類
の
シ
ス
テ
ム
を
記
述
す
る
。
そ
の
内
、

『
内
経
』
に
お
い
て
主
流
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
飲
食

物
の
経
口
的
摂
取
を
中
心
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
、
胃
に
摂
取
さ
れ
た
飲
食
物
の
気
（
穀
気
あ

る
い
は
水
穀
の
気
）
か
ら
人
体
の
生
理
作
用
の
中
心
的
な
荷
い

手
で
あ
る
営
気
と
衛
気
と
と
も
に
宗
気
が
抽
出
さ
れ
る
。
宗
気

は
そ
の
機
能
の
一
部
に
呼
吸
作
用
を
含
む
か
、
呼
吸
作
用
自
体

を
含
ま
な
い
に
し
て
も
少
く
と
も
呼
吸
作
用
の
原
動
力
と
な
る



も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
飲
食
物
の
経
口

的
摂
取
に
極
め
て
強
い
関
心
を
示
す
が
、
天
空
中
の
気
の
摂
取

に
つ
い
て
は
否
定
こ
そ
し
な
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示

さ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
空
中
の
気
に
つ
い
て
は
経
鼻
的

に
、
飲
食
物
の
気
に
つ
い
て
は
経
口
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
摂
取
す

る
シ
ス
テ
ム
も
『
内
経
』
に
は
存
在
す
る
。

天
食
人
以
五
気
、
地
食
人
以
五
味
、
五
気
入
鼻
、
蔵
於

心
肺
、
上
使
五
色
修
明
、
音
声
能
彰
、
五
味
入
口
、
蔵
於

腸
胃
、
味
有
所
蔵
、
以
養
五
気
、
気
和
而
生
、
津
液
相
成
、

神
乃
自
生
、
（
『
素
問
』
六
節
蔵
象
論
）

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
『
内
経
』
に
お
い
て
少
数
派
で
は
あ
る
が
確

か
に
存
在
す
る
。
従
っ
て
前
述
の
経
口
中
心
の
シ
ス
テ
ム
と
あ

わ
せ
て
、
外
気
の
摂
取
に
関
し
て
は
『
内
経
』
中
に
二
種
類
の

シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
六
節
蔵
象
論
の
地
が
人
を
食
う
「
五
味
」
に
つ
い
て

は
「
穀
気
」
或
は
「
水
穀
気
」
と
同
義
で
あ
る
と
し
て
古
来
異

論
が
な
い
。
し
か
し
、
天
が
人
を
食
う
「
五
気
」
に
つ
い
て
は

誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
関
し
て
『
黄
帝
内
経
素
問
校

釈
』
（
註
6
)
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

92

五
気
、
指
天
之
気
而
言
、
因
其
隧
時
令
的
変
化
而
表
現

為
風
、
湿
、
燥
、
寒
等
、
所
以
称
為
五
気
。
按
・
・
王

泳
以
下
、
諸
家
多
以
躁
、
焦
、
香
、
胆
、
腐
釈
五
気
、
詳

上
下
文
義
、
其
説
似
未
為
允
当
、
惟
呉
昆
注
云

．．
 
“
蓋
謂

風
気
入
肝
、
暑
気
入
心
、
湿
気
入
牌
、
燥
気
入
肺
、
寒
気

入
腎
、
当
其
不
冗
不
害
、
則
能
養
人
。
”
其
説
雖
近
是
、

但
泥
干
五
気
分
入
五
臓
之
説
、
致
与
下
文
“
五
気
入
鼻
、

蔵
干
心
肺
”
相
抵
、
則
呉
注
之
失
、
亦
甚
了
然
。

誠
に
適
切
な
指
摘
で
あ
り
、
天
が
人
を
養
う
五
気
は
天
空
の
気

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
鼻
か
ら
人
体
に
入
っ
た
五
気
に

の

対
し
て
、
口
か
ら
入
っ
た
五
味
が
穀
気
或
は
水
穀
の
気
と
呼
ば

れ
る
の
と
同
様
に
、
由
来
を
示
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
総
括
す
る
名
⑫

称
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

そ
の
よ
う
な
名
称
が
当
然
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
真
気
」

で
は
な
か
ろ
う
か
。
風
は
気
の
別
名
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
風

を
も
ひ
っ
く
る
め
た
天
空
の
気
は
目
に
は
見
え
な
い
が
確
実
に

存
在
し
て
万
物
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、
数
あ
る
気
の

中
で
正
に
「
真
気
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
気
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
は
馬
説
に
云
う
、

自
然
界
の
天
空
中
か
ら
呼
吸
に
よ
っ
て
摂
取
す
る
気
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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さ
て
、
刺
節
真
邪
篇
に
は
こ
れ
ま
で
に
考
察
の
対
象
と
し
て

き
た
も
の
の
他
に
、
「
真
気
」
の
語
が
三
見
す
る
。
ま
ず
、
「
正

風
者
、
其
中
人
也
浅
、
合
而
自
去
、
其
気
来
柔
弱
、
不
能
勝
真

気
、
」
で
あ
る
が
、
正
風
が
侵
入
す
る
場
合
、
正
風
の
力
が
弱

く
、
真
気
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
退
散
す
る
と
云
っ
て

い
る
。
こ
の
一
節
か
ら
、
体
浅
部
に
存
在
し
（
他
の
部
分
で
の

存
在
の
可
否
は
不
明
）
、
外
邪
に
対
す
る
防
衛
的
機
能
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
附
言
し
て
お
き
た
い

の
は
、
こ
こ
に
見
え
る
正
気
の
定
義
で
あ
る
。
中
国
伝
統
医
学

に
お
い
て
正
気
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

正
気
、
同
真
気
。
生
命
機
能
的
総
称
、
但
通
常
与
病
邪

相
対
来
説
、
指
人
体
的
抗
病
能
力
。
《
素
問
遺
篇
•
刺
法

論
》
：
“
正
気
存
内
、
邪
不
可
干
”
。
(
《
中
医
大
辞
典
》

編
輯
委
員
会
編
『
簡
明
中
医
辞
典
』
、
人
民
衛
生
出
版
社
、

一
九
七
九
年
）

『
内
経
』
に
お
い
て
正
気
は
表
面
的
に
は
十
見
す
る
が
、
実
質

的
に
は
八
見
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
―
つ
が
正
風
と
定
義
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
は
真
気
と
共
に
見
え
る
も
の

が
二
、
精
気
と
共
に
見
え
る
も
の
が
二
、
邪
気
と
共
に
見
え
る

も
の
が
三
で
あ
る
（
註
7
)
。
従
っ
て
『
内
経
』
中
の
正
気
で

右
に
引
用
し
た
一
般
的
な
定
義
を
適
用
で
き
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
は
最
後
の
三
つ
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
定
義
が
『
内
経
』
中
で

大
勢
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
正
気
と
真
気
が

並
存
す
る
二
例
に
お
い
て
も
、
そ
の
正
気
は
正
風
と
は
明
か
に

異
な
り
、
人
体
中
で
生
理
作
用
を
営
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
と
す
る
と
、
正
風
で
あ
る
正
気
は
『
内
経
』
中
に
は
一

例
を
存
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
正
気
と
と
も
に
記
述
さ
れ
る

真
気
は
『
内
経
』
の
真
気
の
中
で
特
殊
な
も
の
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
詳
細
は
『
内
経
』
中
の
他
の
気
の
考
察
の
後
、
そ
れ

ら
と
の
比
較
検
討
に
依
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
③⑫

 

現
段
階
に
お
け
る
見
通
し
を
真
気
と
正
気
が
並
存
す
る
一
節
を

扱
う
次
章
で
簡
単
に
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

次
は
「
拇
於
肉
」
以
下
、
「
寒
則
真
気
去
」
を
含
む
一
節
を

考
察
す
る
。
こ
の
一
節
に
つ
い
て
「
去
則
虚
」
の
後
の
何
処
で

旬
と
す
る
か
に
つ
い
て
お
よ
そ
二
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
虚
則

寒
」
で
切
る
か
、
「
虚
則
寒
拇
於
皮
附
之
間
」
で
切
る
か
の
二

説
で
あ
る
。
こ
の
一
節
を
含
む
前
後
の
文
脈
を
追
う
と
、
虚
邪

の
侵
入
に
依
る
病
変
が
「
骨
」
「
筋
」
「
肱
中
」
「
肉
」
の
順

で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
体
の
深
部
か
ら
浅
部
へ
の
順
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
も
体
表
部
に
近
い
「
皮
附
之
間
」



に
つ
い
て
も
「
肉
」
に
続
い
て
虚
邪
を
主
語
と
す
る
構
文
で
あ

る
と
解
す
る
の
が
前
説
で
あ
る
。
一
方
、
「
捕
於
皮
府
之
間
」

の
上
で
切
る
と
「
寒
則
真
気
去
、
去
則
虚
、
虚
則
寒
」
と
な
っ

て
論
述
が
循
環
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
そ
こ
で

切
ら
ず
に
「
寒
」
を
「
拇
於
皮
屑
之
間
」
の
主
語
と
解
す
る
の

が
後
説
で
あ
る
。
後
説
の
主
張
は
「
寒
則
真
気
去
、
去
則
虚
、

虚
則
寒
」
の
三
「
則
」
字
を
全
て
結
果
を
導
く
連
詞
と
解
す
る

こ
と
で
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
「
寒
則
真
気
去
」

の
「
則
」
を
説
明
・
判
断
の
連
詞
と
解
す
れ
ば
循
環
に
陥
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
る
。
『
太
素
』
は
楊
上
善
注
「
故
寒
独
留
皮
府

之
間
（
註
8
)
」
に
拠
れ
ば
後
者
に
属
す
る
が
、
そ
の
本
文
は

『
霊
枢
』
に
比
べ
て
「
則
虚
虚
」
三
字
が
少
な
い
。
こ
の
三
字

の
有
無
は
真
気
の
属
性
を
考
慮
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
の
―
つ
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
次
章
で
行
う
。

総
じ
て
言
え
ば
、
前
説
の
妥
当
性
が
や
や
高
い
と
推
測
で
き
る

が
、
後
説
の
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
両
説
を
存

し
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
こ
の
一
節
の
解
釈
に
入
る
が
、
虚
邪

の
気
が
肉
分
に
侵
入
し
、
衛
気
と
交
争
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身

体
の
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
陽
に
傾
け
ば
熱
症
、
陰
に
傾

ー93

け
ば
寒
症
と
な
る
（
あ
る
い
は
虚
邪
の
気
が
陽
性
で
あ
れ
ば
熱

症
、
陰
性
で
あ
れ
ば
寒
症
と
な
る
）
。
こ
の
後
、
前
説
に
拠
れ

ば
、
寒
症
と
い
う
の
は
真
気
が
去
っ
て
虚
し
た
た
め
に
発
生
し

た
こ
と
に
な
る
と
続
き
、
後
説
に
拠
れ
ば
、
寒
症
に
な
る
と
真

気
が
去
っ
て
虚
す
の
で
、
寒
症
の
気
が
皮
府
の
間
を
侵
す
と
続

く
。
こ
こ
で
の
真
気
の
動
き
を
理
解
す
る
た
め
に
は
『
素
問
』

陰
陽
応
象
大
論
（
『
太
素
』
巻
三
「
陰
陽
大
論
」
）
の
「
陽
為

気
、
陰
為
味
」
が
役
に
立
つ
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
刺
節
真
邪

篇
の
真
気
は
外
気
の
二
元
的
摂
取
シ
ス
テ
ム
に
拠
る
も
の
で
、

同
じ
シ
ス
テ
ム
の
穀
気
（
五
味
）
と
対
を
成
す
。
こ
の
真
気
は

陰
陽
応
象
大
論
に
照
ら
せ
ば
陽
で
あ
る
。
か
く
て
、
前
説
は
寒
）

，
 

症
の
発
生
が
陽
性
の
真
気
の
離
去
に
よ
る
虚
に
よ
っ
て
需
さ
れ
⑫

た
こ
と
を
説
き
、
後
説
は
陰
性
の
寒
症
が
陽
性
の
真
気
の
離
去

に
伴
う
虚
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
真
気
の
虚
を
衝
い
て
寒
症
の
気

が
皮
府
の
間
に
侵
入
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
両
説
に

お
け
る
真
気
は
先
の
外
邪
に
対
す
る
防
衛
機
能
を
有
す
る
真
気

と
は
異
な
り
、
防
衛
機
能
は
専
ら
衛
気
に
任
せ
、
そ
の
背
後
で

生
理
機
能
を
営
む
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

刺
節
真
邪
篇
の
最
後
の
真
気
は
「
虚
邪
偏
容
於
身
半
」
以
下

に
見
え
る
。
虚
邪
の
気
が
人
体
の
半
身
を
侵
し
た
場
合
、
侵
入

部
位
が
深
く
て
営
衛
の
分
に
達
す
る
と
営
衛
の
機
能
が
衰
退
し
、
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そ
の
結
果
真
気
が
そ
の
分
を
去
る
こ
と
に
な
り
、
虚
邪
の
気
の

み
が
居
座
っ
て
半
身
不
随
と
な
る
、
と
云
う
。
本
文
中
の
「
営

衛
」
は
一
般
的
に
営
気
・
衛
気
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
解
釈
で
今
、

特
別
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
文
に
「
縛
於
肱
中
、

則
為
血
閉
不
通
、
則
為
塵
、
縛
於
肉
、
与
衛
気
相
縛
」
と
あ
っ

て
血
と
衛
気
は
見
え
る
も
の
の
営
気
が
見
え
な
い
点
に
引
っ
掛

り
を
感
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
次
の
引
用
文
を
根
拠
に
し
て
血

は
営
気
と
同
じ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
反
論
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

営
気
者
、
泌
其
津
液
、
注
之
於
肱
、
化
以
為
血
、
以
営

四
末
、
内
注
五
蔵
六
府
、
（
『
霊
枢
』
邪
客
、
『
太
素
』

巻
十
二
「
営
衛
気
行
」
）

中
焦
亦
並
胃
口
、
出
上
焦
之
後
、
此
所
受
気
者
、
泌
糟

粕
、
蒸
津
液
、
化
其
精
微
、
上
注
於
肺
肱
、
乃
化
而
為
血
、

以
奉
生
身
、
莫
貴
於
此
、
故
独
得
行
於
経
隧
、
命
曰
営
気
、

（
『
霊
枢
』
営
衛
生
会
、
『
太
素
』
巻
十
二
「
営
衛
気
別
」
）

確
か
に
血
と
営
気
と
は
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

刺
節
真
邪
篇
と
同
様
に
営
気
に
言
及
せ
ず
、
血
と
衛
気
を
対
と

し
て
扱
う
例
が
あ
る
。

是
故
天
温
日
明
、
則
人
血
消
液
而
衛
気
浮
、
故
血
易
写
、

気
易
行
、
天
寒
日
陰
、
則
人
血
凝
泣
而
衛
気
沈
、
月
始
生
、

則
血
気
始
精
、
衛
気
始
行
、
（
『
素
問
』
八
正
神
明
論
、

『
太
素
』
巻
二
十
四
「
天
忌
」
）

病
在
血
、
調
之
肱
、
病
在
気
、
調
之
衛
、
（
『
太
素
』

巻
二
十
四
「
虚
実
所
生
」
、
『
素
問
』
調
経
論
、
新
校
正

所
引
全
元
起
本
及
甲
乙
経
）

至
其
月
郭
空
、
則
海
水
東
盛
、
人
気
血
虚
、
其
衛
気
去
、

形
独
居
、
肌
肉
減
、
皮
膚
縦
、
腰
理
開
、
（
『
太
素
』
巻

二
十
八
「
三
虚
三
実
」
、
『
霊
枢
』
歳
露
）

太
陰
之
人
、
多
陰
而
無
陽
、
其
陰
血
濁
、
其
衛
気
禍
、

03
 

…
…
少
陰
之
人
、
多
陰
少
陽
、
…
…
其
血
易
脱
、
其
気
易
（

敗
也
、
（
『
霊
枢
』
通
天
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
る
と
、
血
と
衛
気
は
明
ら
か
に
対
と
な
り
、

そ
れ
が
単
に
血
と
気
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
営

気
・
衛
気
が
対
と
な
る
の
と
は
異
な
る
、
血
と
衛
気
が
対
と
な

る
医
学
理
論
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
。
こ
れ
以
上
の
考
察
は
別

稿
に
譲
る
が
、
刺
節
真
邪
篇
に
お
い
て
も
営
衛
二
気
一
対
と
は

異
な
る
医
学
理
論
を
採
用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
営
衛
」

を
単
純
に
営
気
・
衛
気
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
場
合
、
「
営
衛
」
の
意
味
は
医
学
理
論
が
兵
家
の
影
響
を
多
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く
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
兵
衛
•
と
り
で
、
具
体
的

に
は
衛
気
の
存
在
部
位
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
説
文

解
字
注
』
七
篇
下
•
宮
部
に
拠
れ
ば
、
「
営
、
市
居
也
」
で
あ

り
、
同
書
二
篇
下
・
行
部
に
拠
れ
ば
、
「
衛
」
は
「
章
市
行
」

に
従
う
会
意
字
で
あ
り
、
「
章
」
は
段
注
の
指
摘
の
通
り
「
園
」

の
省
字
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
「
営
」
「
衛
」
と
も
に
循
環
及

び
そ
の
経
路
を
意
味
し
得
る
。
こ
れ
を
基
に
『
素
問
』
調
経
論

（
『
太
素
』
巻
二
十
四
「
虚
実
所
生
」
）
の
い
く
つ
か
の
文
を

見
て
み
よ
う
。

気
血
以
井
、
陰
陽
相
傾
、
気
乱
於
衛
、
血
逆
於
経
、
血

気
離
居
、
一
実
一
虚
、

右
で
「
気
乱
於
衛
」
と
「
血
逆
於
経
」
は
対
を
成
し
て
お
り
、

血
が
逆
す
る
の
が
経
肱
と
い
う
器
官
な
い
し
部
位
で
あ
る
か
ら
、

気
が
乱
れ
る
「
衛
」
も
器
官
な
い
し
部
位
と
考
え
る
の
が
適
切

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
衛
」
は
気
の
循
環
経
路
な
い
し
部
位

を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
の
『
霊
枢
』
通
天
の
引
用
文

で
陰
血
と
衛
気
が
対
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
衛
」
は

経
肱
内
の
血
に
対
す
る
外
塁
を
意
味
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

剌
此
者
、
取
之
経
隧
、
取
血
於
営
、
取
気
於
衛
、

こ
こ
で
は
血
を
営
か
ら
、
気
を
衛
か
ら
取
る
と
云
い
、
先
の
「
経
」

に
代
っ
て
「
営
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
営
は
血
の
、
衛
は
気

の
、
そ
れ
ぞ
れ
循
環
経
路
な
い
し
部
位
と
解
す
る
と
最
も
意
味

の
通
り
が
良
い
。

人
始
生
、
先
成
精
、
精
成
而
脳
髄
生
、
骨
為
幹
、
肱
為

営
、
筋
為
剛
、
肉
為
腺
、
皮
屑
堅
、
而
毛
髪
長
、

こ
れ
は
『
霊
枢
』
経
肱
の
文
で
あ
る
が
、
骨
が
幹
と
為
る
の
と

並
ん
で
、
肱
が
「
営
」
と
為
る
と
云
う
。
こ
の
「
営
」
は
正
に

循
環
経
路
な
い
し
部
位
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

寒
湿
之
中
人
也
、
皮
府
収
、
肌
肉
堅
、
営
血
泣
、
衛
気

去
、
故
日
虚
、
虚
者
摂
辟
、
気
不
足
、
血
泣
、
（
『
太
素
』
）

及
び
『
甲
乙
経
』
巻
六
「
五
蔵
六
腑
虚
実
大
論
」
第
三
に
⑱

依
る
）

再
び
調
経
論
の
文
で
あ
る
。
「
営
血
」
は
「
皮
府
」
「
肌
肉
」

と
同
様
に
営
（
気
）
と
血
の
結
合
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
対
と

な
っ
て
い
る
「
衛
気
」
は
そ
の
よ
う
に
分
離
で
き
な
い
こ
と
、

ま
た
後
に
「
気
不
足
」
「
血
泣
」
と
気
と
血
が
対
に
な
っ
て
い

る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
「
営
な
る
血
」
で
あ
っ
て
「
衛
な
る
気
」

と
対
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
「
営
」

も
「
衛
」
も
循
環
を
意
味
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
「
営
血
」
は

「
循
環
す
る
血
」
、
「
衛
気
」
は
「
循
環
す
る
気
」
と
な
り
、
そ
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の
医
学
派
の
論
文
を

集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
の
内
で
最
も
古
い
学
派
は
黄
帝
派

で
あ
っ
て
、
前
に
引
用
し
た
「
骨
為
幹
、
肱
為
営
」
は
そ
の
黄

帝
派
の
論
文
で
あ
る
が
、
同
じ
『
霊
枢
』
経
肱
に
は

飲
酒
者
、
衛
気
先
行
皮
前
、
先
充
絡
肱
、
絡
肱
先
盛
、

故
衛
気
已
平
、
営
気
乃
満
、
而
経
肱
大
盛
、

と
あ
る
。
従
っ
て
、
黄
帝
派
か
ら
し
て
既
に
循
環
経
路
な
い
し

部
位
で
あ
る
営
の
概
念
と
営
気
・
衛
気
の
概
念
と
を
両
有
し
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
両
者
の
前
後
関
係
の
問
題
は
単

純
に
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
別
の
視
点
か
ら
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
刺
節
真
邪
篇
の
「
営
衛
」
が
二
気
で
あ

る
と
す
る
と
、
そ
の
二
気
の
来
源
や
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
ず
る
。
所
謂
営
衛
二
気
は

宗
気
と
と
も
に
飲
食
物
の
気
（
穀
気
あ
る
い
は
水
穀
気
）
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
真
気
と
並
存
す
る
営
衛
二
気
も
同
様

な
も
の
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
営
衛
」

に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
以
上
の

84

れ
が
元
来
の
意
味
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

，
 

す
る
と
、
以
上

よ

っ

て

も

を

単

純

に

ら
れ
な
い
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
営
衛
」
に
つ
い
て

し
た
訳
語
を
与
え
る
こ
と
は
控
え
て
刺
節
真
邪
篇

気
に
立
ち
返
ろ
う
。
虚
邪
の
気
の
侵
入
が
あ
っ
た

侵
入
部
位
が
営
衛
の
分
で
あ
る
た
め
か
真
気
は
そ
れ
に

対
し
直
接
的
に
防
衛
機
能
を
果
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、

営
衛
の
機
能
が
虚
邪
の
気
の
侵
入
を
受
け
て
低
下
し
た
結
果
と

し
て
そ
の
部
分
の
真
気
が
退
去
す
る
。
こ
の
真
気
は
第
二
の
ケ

ー
ス
に
類
似
す
る
真
気
で
あ
る
。

2⑱
 

最
後
に
真
気
の
体
内
に
お
け
る
存
在
部
位
に
つ
い
て
見
て
お

き
た
い
。
冒
頭
引
用
文
に
「
与
穀
気
井
而
充
身
也
」
と
あ
っ
た

か
ら
、
穀
気
の
存
在
部
位
が
わ
か
れ
ば
真
気
の
所
在
も
わ
か
る

は
ず
で
あ
る
。

人
受
気
干
穀
、
穀
入
子
胃
、
以
伝
与
肺
、
五
蔵
六
府
、

皆
以
受
気
、
其
清
者
為
営
、
濁
者
為
衛
、
営
在
肱
中
、
衛

在
肱
外
、
営
周
不
休
、
五
十
而
復
大
会
、
陰
陽
相
貫
、
如

環
無
端
、
（
『
霊
枢
』
営
衛
生
会
、
『
太
素
』
巻
十
二
「
営

衛
気
別
」
）

こ
れ
に
拠
れ
ば
穀
気
は
五
蔵
六
府
へ
行
く
ほ
か
、
営
衛
二
気
に
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分
離
し
、
営
気
は
肱
中
、
衛
気
は
肱
外
を
通
っ
て
全
身
に
行
く
。

衛
気
の
行
く
肱
外
と
は
具
体
的
に
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。

衛
気
者
、
所
以
温
分
肉
、
充
皮
屑
、
肥
腰
理
、
司
関
閾

者
也
、
（
『
霊
枢
』
本
蔵
、
『
太
素
』
巻
六
「
五
蔵
命
分
」
）

右
に
拠
れ
ば
衛
気
が
行
く
肱
外
と
は
分
肉
・
皮
府
・
腰
理
で
あ

る
。
こ
の
営
気
と
衛
気
の
所
在
を
合
わ
せ
た
も
の
が
穀
気
の
所

在
で
あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
真
気
の
所
在
で
も
あ
る
。
こ
れ
に

拠
れ
ば
、
冒
頭
引
用
文
に
「
正
風
者
、
其
中
人
也
浅
、
合
而
自

去
、
其
気
来
柔
弱
、
不
能
勝
真
気
」
と
あ
っ
た
の
は
肢
理
か
皮

眉
の
部
に
存
在
す
る
真
気
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
拇
於
肉
」
以

下
は
「
虚
則
寒
」
で
旬
の
場
合
に
は
分
肉
の
部
に
存
在
す
る
真

気
の
こ
と
と
な
り
、
「
虚
則
寒
縛
於
皮
府
之
間
」
で
旬
の
場
合

に
は
皮
膚
の
部
に
存
在
す
る
真
気
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
「
虚
邪

偏
容
於
身
半
」
で
は
、
邪
気
は
「
其
入
深
、
内
居
営
衛
」
で
あ

り
、
こ
れ
は
ま
た
真
気
の
存
在
す
る
部
位
で
も
あ
る
。
営
衛
は

既
に
述
べ
た
よ
う
に
部
位
で
あ
る
か
、
二
気
で
あ
る
か
不
明
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
両
者
が
密
接
な
関
連
を
有
す
る

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
「
衛
」
は
肢
理
か
ら
分
肉

ま
で
の
巾
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
「
其
入
深
」
と
云

っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
冒
頭
引
用
文
に
「
縛
於
肉
、
与
衛
気
相

拇
」
と
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
か
ら
分
肉
の
部
を
指
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
営
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
肱
中
で
あ
ろ

う
か
ら
、
真
気
の
存
在
部
位
は
肱
中
及
び
分
肉
の
部
と
な
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
章
冒
頭
引
用
文
の
言
及
す
る
真
気
の

存
在
部
位
は
膝
理
ふ
反
府
・
分
肉
・
肱
中
で
あ
る
が
、
こ
の
他

に
も
五
蔵
六
府
は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
肱
の
循
る
部
位
に
は
全

て
真
気
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
以
上
の
真
気

の
存
在
部
位
の
考
察
に
当
た
っ
て
は
穀
気
に
由
来
す
る
営
衛
二

気
を
主
と
し
て
用
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
穀
気
」
と
い
う
名

称
は
食
物
が
胃
に
入
る
ま
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
食
物
が
消

8
 

化
・
吸
収
さ
れ
た
以
後
の
生
理
・
病
理
・
治
療
な
ど
の
記
述
に
⑱

お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何

故
、
生
理
・
病
理
・
治
療
な
ど
の
記
述
に
お
い
て
穀
気
が
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
か
と
言
え
ば
、
元
来
は
穀
気
が
体
内
を
循
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
医
学
思
想
の
発
展
に
伴
っ
て
営
気
・

衛
気
な
ど
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
の
『
墨
子
』
の
引
用
文
は
「
穀
気
」
と
明
言
し
な
い
も
の
の
、

飲
食
物
の
気
即
ち
穀
気
が
体
内
を
循
っ
て
い
る
と
元
来
考
え
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

古
之
民
未
知
為
飲
食
時
、
素
食
而
分
処
、
故
聖
人
作
誨
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男
耕
稼
樹
藝
、
以
為
民
食
、
其
為
食
也
、
足
以
増
気
充
虚
、

強
体
適
腹
而
已
英
、
（
辞
過
）

古
者
聖
王
制
為
飲
食
之
法
、
日
、
足
以
充
虚
継
気
強
股

肱
、
使
耳
目
聡
明
、
則
止
、
（
節
用
中
）

右
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
穀
気
と
と
も
に
体
内
を
循
る

真
気
も
営
気
や
衛
気
よ
り
も
古
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

あ
ま
り
使
う
こ
と
の
な
い
穀
気
を
わ
ざ
わ
ざ
使
っ
た
の
は
、
「
所

受
於
天
」
が
由
来
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
の
兼
ね

合
い
に
拠
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
明
確
な
由

来
を
示
す
穀
気
と
並
称
さ
れ
る
「
所
受
於
天
」
の
気
に
対
し
て

も
本
文
の
作
者
は
明
確
な
由
来
を
意
識
し
て
い
た
と
推
定
で
き

る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
「
所
受
於
天
」
の
気
の
意
味
と

し
て
は
、
口
か
ら
入
る
穀
物
と
対
を
な
す
も
の
と
し
て
、
鼻
か

ら
入
る
天
空
中
の
気
で
あ
る
こ
と
が
先
天
的
な
気
で
あ
る
こ
と

よ
り
も
圧
倒
的
に
優
位
で
あ
る
。
つ
ま
り
穀
気
の
使
用
は
「
所

受
於
天
」
の
気
が
天
空
中
の
気
で
あ
る
こ
と
の
一
傍
証
と
も
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、
刺
節
真
邪
篇
の
真
気
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
来
た

が
、
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
真
気
は
後
天
的
に
天
空
中

か
ら
摂
取
し
た
気
で
あ
り
、
飲
食
に
拠
り
摂
取
し
た
穀
気
と
と

も
に
人
体
を
充
た
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
体
表
部
に
も
体

深
部
に
も
隈
無
く
存
在
す
る
。
そ
の
機
能
は
通
常
の
生
理
作
用

が
主
で
あ
り
、
外
邪
の
侵
入
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
弱
く
か
つ

侵
入
部
位
が
体
表
面
部
で
あ
る
場
合
に
は
防
衛
機
能
を
発
揮
す

る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
位
で
は
防
衛
機
能
に
直
接
的
に
関
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

経
気
で
あ
る
真
気

次
は
『
素
問
』
離
合
真
邪
論
（
『
太
素
』
巻
二
十
四
「
真
邪
心⑱

 

補
写
」
）
に
見
え
る
真
気
で
あ
る
。

帝
日
、
候
気
奈
何
、
岐
伯
日
、
夫
邪
去
絡
入
於
経
也
、

舎
於
血
肱
之
中
、
其
寒
温
未
相
得
、
如
涌
波
之
起
也
、
時

来
時
去
、
故
不
常
在
、
故
日
、
方
其
来
也
、
必
按
而
止
之
、

止
而
取
之
、
無
逢
其
衝
而
写
之
、
真
気
者
経
気
也
、
経
気

大
虚
、
故
日
、
其
来
不
可
逢
、
此
之
謂
也
、
故
曰
、
候
邪

不
審
、
大
気
已
過
、
写
之
則
真
気
脱
、
脱
則
不
復
、
邪
気

復
至
、
而
病
益
蓄
、
故
日
、
其
往
不
可
追
、
此
之
謂
也
、

…
…
帝
日
、
補
写
奈
何
、
岐
伯
日
、
此
攻
邪
也
、
疾
出
以

去
盛
血
、
而
復
其
真
気
、
此
邪
新
客
、
溶
溶
未
有
定
処
也
、



推
之
則
前
、
引
之
則
止
、
逆
而
刺
之
、
温
血
也
、
刺
出
其

血
、
其
病
立
已
、
帝
日
、
善
、
然
真
邪
以
合
、
波
龍
不
起
、

候
之
奈
何
、
岐
伯
日
、
審
胴
循
三
部
九
候
之
盛
虚
而
調
之
、

…
…
誅
罰
無
過
、
命
日
大
惑
、
反
乱
大
経
、
真
不
可
復
、

用
実
為
虚
、
以
邪
為
真
、
用
鍼
無
義
、
反
為
気
賊
、
奪
人

正
気
、
以
従
為
逆
、
営
衛
散
乱
、
真
気
已
失
、
邪
独
内
著
、

絶
人
長
命
、
予
人
夭
残
、

右
の
一
文
に
は
「
真
気
」
の
語
が
四
見
す
る
が
、
そ
の
他
に

も
「
真
邪
以
合
」
「
真
不
可
復
」
「
以
邪
為
真
」
の
「
真
」
も

真
気
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
真
気
者
経
気
也
」
は
真
気
が

経
気
で
あ
る
と
明
確
に
定
義
す
る
。
経
気
の
「
経
」
は
前
文
に

「
夫
邪
去
絡
入
於
経
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
経
肱
を
意
味
す
る

は
ず
で
あ
り
、
従
っ
て
経
肱
中
の
気
を
真
気
と
呼
ん
で
い
る
。

気
は
人
体
中
を
循
環
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
肱
は
そ
の
循
環
の

幹
線
で
あ
る
か
ら
、
数
あ
る
人
体
中
の
気
の
中
で
経
肱
中
の
気

を
真
気
と
称
す
る
こ
と
は
誠
に
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
経
肱
中

を
流
れ
る
気
の
大
半
は
人
体
外
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
前
章
の
「
真
気
者
、
所
受
於
天
、
与
穀
気
井

而
充
身
也
、
」
の
解
釈
と
し
て
第
三
の
張
説
が
可
能
と
な
る
の

7
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で
あ
る
が
、
『
内
経
』
に
お
い
て
は
同
じ
術
語
が
必
ず
し
も
同

じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
本
章
の
真
気
と
前
章
の
真
気

の
関
連
の
有
無
を
言
う
前
に
双
方
に
対
す
る
個
別
の
考
察
が
必

要
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
内
経
』
中
の
「
経
気
」
も
全
て
同
じ
概
念
を
持
つ

と
は
限
ら
ず
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
や
は
り
稿
を
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
内
経
』
の
経
肱
の
気
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
概
念
に
虚
実
の
概
念
が
あ
る
。
『
内
経
』
医
学
に
お
い

て
そ
の
よ
う
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
『
史
記
』

扁
腸
倉
公
列
伝
に
は
斉
の
北
宮
司
空
の
命
婦
の
条
に
「
切
其
肱
、

大
而
実
」
と
一
例
あ
る
だ
け
で
（
註
10)
、
そ
れ
も
所
謂
虚
実
）5
 

を
意
味
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
大
倉
公
淳
子
⑥

意
の
活
躍
中
（
註
11)
と
思
わ
れ
る
文
帝
十
二
年
（
前
一
六
八

年
）
に
埋
葬
さ
れ
た
馬
王
堆
三
号
漠
墓
よ
り
出
土
の
『
肱
法
』

（註
12)
に
は
「
虚
則
主
病
」
と
あ
り
、
淳
子
意
の
生
存
の
可

能
性
も
あ
る
景
帝
期
（
前
一
五
六

s
―
四
一
年
）
に
は
遅
く
と

も
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
江
陵
張
家
山
漢
墓
よ

り
出
土
の
『
肱
書
』
（
註
13)
に
は
「
肱
盈
而
温
之
、
虚
而
実

之
」
及
び
「
右
肱
盈
、
此
独
虚
、
則
主
病
」
と
あ
る
。
『
肱
法
』

『
肱
書
』
に
見
え
る
盈
虚
•
虚
実
は
後
の
虚
実
・
補
写
の
先
駆

を
為
す
も
の
で
、
倉
公
列
伝
の
「
切
其
肱
、
大
而
実
」
も
こ
の
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レ
ベ
ル
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
『
肱
法
』

と
同
時
に
出
土
し
た
『
足
臀
十
一
肱
灸
経
』
『
陰
陽
十
一
肱
灸

経
』
は
経
肱
の
概
念
の
初
期
の
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

張
家
山
漠
墓
出
土
の
『
肱
書
』
は
馬
王
堆
出
土
の
『
陰
陽
十
一

肱
灸
経
』
『
肱
法
』
『
陰
陽
肱
死
候
』
の
三
種
と
基
本
的
に
同

じ
部
分
と
新
出
の
部
分
と
か
ら
成
り
、
山
田
慶
児
氏
（
註
14)

は
『
肱
書
』
に
つ
い
て
「
馬
王
堆
吊
書
よ
り
も
、
あ
き
ら
か
に

医
術
の
体
系
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ
段
階
の
著
作
で
あ
る
」
と

云
う
。
確
か
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
盈
虚
•
虚
実
の
使
用
例
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
進
展
し
、
経
肱
の
概
念
が
整
備

さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
虚
実
の
概
念
も
拡
充
し
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
許
で
本
章
冒
頭
の
引
用
文
を

見
る
と
、
真
気
を
経
気
と
規
定
し
た
直
後
に
「
経
気
大
虚
」
と
云

う
。
経
気
で
あ
る
真
気
に
し
て
始
め
て
虚
実
を
言
い
得
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
章
の
「
寒

則
真
気
去
、
去
則
虚
、
虚
則
寒
」
は
ど
う
解
す
れ
ば
良
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
引
用
文
は
『
霊
枢
』
刺
節
真
邪
篇
の
文
で
あ

っ
た
が
、
『
太
素
』
三
気
篇
は
こ
れ
を
「
寒
則
真
気
去
、
去
則

寒
」
に
作
っ
て
「
虚
虚
則
」
三
字
が
少
な
い
。
『
素
問
』
『
霊

枢
』
と
『
太
素
』
を
対
比
す
る
と
、
用
語
・
文
体
に
関
し
て
は

『
太
素
』
が
古
態
を
保
つ
こ
と
が
多
い
（
註
15)
。
刺
節
真
邪

扁
と
三
気
篇
に
つ
い
て
も
後
者
が
古
態
を
伝
え
、
前
者
が
そ
の

後
の
姿
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、

「
所
受
於
天
」
の
真
気
が
古
く
、
そ
れ
が
後
出
の
経
気
で
あ
る

真
気
の
影
響
を
受
け
た
場
合
と
、
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
経

気
で
あ
る
真
気
が
別
個
に
唱
え
ら
れ
た
が
あ
る
時
接
触
す
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
「
所
受
於
天
」
の
真
気
が
経
気
で
あ

る
真
気
の
影
響
を
受
け
た
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
が

正
し
い
か
は
、
他
の
要
件
を
勘
案
の
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

経
気
で
あ
る
真
気
に
虚
実
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
の⑱

 

所
で
「
方
其
来
也
」
以
下
、
「
其
来
不
可
逢
、
此
之
謂
也
」
ま

で
の
大
意
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
邪
気
の
襲
来
に
当
っ
て
は
必

ず
経
肱
を
押
え
て
襲
来
を
そ
こ
で
止
め
て
か
ら
治
療
を
施
す
べ

き
で
あ
り
、
襲
来
に
正
面
か
ら
対
峙
す
る
よ
う
な
状
況
で
写
法

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
そ
う
す
る
な
ら
ば
真
気
即
ち

経
気
が
大
い
に
虚
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
『
霊
枢
』
九
鍼
十
二

原
（
『
太
素
』
巻
二
十
一
「
九
鍼
要
道
」
）
に
「
邪
気
の
襲
来

時
に
施
術
し
て
は
い
け
な
い
」
と
云
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
経
気
で
あ
る
真
気
は
経
気
の
一
般
的
な
機

能
で
あ
る
生
理
作
用
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。



と
い
う
の
は
、
邪
気
と
真
気
の
単
な
る
遭
遇
に
対
し
て
写
法
を

施
し
た
場
合
、
真
気
が
虚
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
大
い
に
虚
す
こ

と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
写
法
に
依
っ
て
真
気
が
大
い
に
虚
す

こ
と
が
起
こ
る
た
め
に
は
、
そ
の
部
位
で
の
真
気
の
結
衆
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
真
気
の
結
衆
は
邪
気
に
対
す
る
防
衛
機
能
の

発
揮
で
あ
ろ
う
か
ら
、
経
気
で
あ
る
真
気
は
通
常
の
生
理
機
能

の
他
に
防
衛
機
能
も
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
「
候
邪
不
審
」
以
下
、
「
而
病
益
畜
」
ま
で
を
考
察
す

る
。
侵
入
し
た
邪
気
の
動
き
を
適
格
に
把
握
せ
ず
、
大
い
な
る

邪
気
は
既
に
去
っ
て
い
る
の
に
写
法
を
施
す
な
ら
ば
、
真
気
は

脱
去
し
て
戻
っ
て
来
ず
、
一
度
去
っ
た
邪
気
が
再
び
来
襲
し
て

病
状
は
一
層
悪
化
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
の
真
気

は
写
法
に
よ
っ
て
脱
去
す
る
と
云
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
経

気
の
特
徴
の
―
つ
で
も
あ
る
。
な
お
、
「
大
い
な
る
邪
気
」
と

訳
し
た
「
大
気
」
は
『
内
経
』
に
十
回
ほ
ど
見
え
る
が
、
文
脈

に
よ
っ
て
は
人
体
の
生
理
的
作
用
を
行
う
気
と
し
て
扱
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
頻
度
的
に
見
れ
ば
邪
悪
な
気
と
し
て
現
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
や
は
り
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
気
で
あ
る
。

次
は
「
此
攻
邪
也
」
以
下
、
「
其
病
立
已
」
ま
で
で
あ
る
。

，
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大
意
は
、
邪
気
を
攻
め
る
場
合
、
迅
速
に
写
法
を
行
っ
て
盛
血

を
除
去
し
、
真
気
を
回
復
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

邪
気
は
新
た
に
侵
入
し
た
も
の
で
定
着
部
位
が
未
定
で
あ
る
か

ら
推
し
て
や
れ
ば
前
進
し
、
引
い
て
や
れ
ば
停
止
す
る
も
の
で
、

流
れ
に
向
っ
て
刺
鍼
し
て
血
を
温
め
、
そ
の
血
を
刺
出
す
れ
ば

そ
の
疾
病
は
す
ぐ
に
治
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
血
と
真
気
の
盛
衰
は
逆
比
例
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
れ
が
通
常
の
生
理
的
関
係
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
邪
気
の

侵
入
時
の
特
殊
な
関
係
で
あ
る
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
右
で
邪
気
が
侵
入
し
て
い
る
部
位
で
あ
り
、
盛
血
を
除
去

す
る
部
位
で
あ
り
、
経
気
で
あ
る
真
気
の
回
復
す
る
部
位
は
、

9

引
用
文
冒
頭
の
文
脈
か
ら
み
て
血
肱
の
中
で
、
そ
の
血
肱
と
は
⑱

絡
と
経
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
経
肱
．
絡
肱
が
血
を
流

通
さ
せ
る
肱
管
、
即
ち
血
肱
で
あ
る
こ
と
は
次
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。

経
肱
者
、
受
血
而
営
之
、
（
『
霊
枢
』
経
水
、
『
太
素
』

巻
五
「
十
二
水
」
）

豚
者
、
血
之
府
也
、
（
『
素
問
』
肱
要
精
微
論
、
『
太

素
』
巻
十
六
「
雑
診
」
）

経
絡
が
血
肱
で
あ
る
と
す
る
と
、
真
気
と
呼
ば
れ
る
経
気
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
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（
『
霊
枢
』
決
気
、

墾
退
営
気
、
令
無
所
避
、
是
謂
肱
、

『
太
素
』
巻
二
「
六
気
」
）

右
の
一
文
か
ら
は
、
経
肱
中
の
気
と
は
営
気
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
営
気
が
所
謂
営
気
な
の
か
、
前
章
で
検
討
し
た
単
な
る
「
循

環
す
る
気
」
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

経
肱
は
血
肱
で
あ
っ
た
か
ら
肱
中
に
血
と
営
気
と
が
並
存
す
る

こ
と
に
な
る
。
経
肱
に
関
す
る
血
と
気
の
並
存
関
係
は
『
内
経
』

が
よ
く
言
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
気
は
経
気
で
あ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

陽
明
多
血
多
気
、
太
陽
多
血
少
気
、
少
陽
多
気
少
血
、

太
陰
多
血
少
気
‘
厭
陰
多
血
少
気
、
少
陰
多
気
少
血
、
（
『
霊

枢
』
九
鍼
論
及
び
五
音
五
味
、
『
太
素
』
巻
十
九
「
知
形

志
所
宜
」
、
『
素
問
』
血
気
形
志
。
『
太
素
』
は
太
陰
の

「
多
血
少
気
」
を
「
多
血
気
」
に
作
る
）

経
肱
者
、
所
以
行
血
気
、
而
営
陰
陽
、
濡
筋
骨
、
利
関

節
者
也
、
（
『
霊
枢
』
本
蔵
、
『
太
素
』
巻
六
「
五
蔵
命

分
」
）

血
と
気
を
並
称
す
る
に
当
た
っ
て
は
前
章
の
「
虚
邪
偏
容
於
身

半
」
以
下
の
検
討
で
見
た
血
と
衛
気
を
指
す
場
合
と
、
次
の
例

に
お
い
て
質
問
で
の
血
と
気
が
回
答
で
血
と
営
衛
二
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
血
と
営
衛
二
気
を
指
す
場

合
と
が
あ
る
。

黄
帝
日
、
夫
血
之
与
気
、
異
名
同
類
、
何
謂
也
、
岐
伯

答
日
、
営
衛
者
精
気
也
、
血
者
神
気
也
、
故
血
之
与
気
、

異
名
同
類
焉
、
（
『
霊
枢
』
営
衛
生
会
、
『
太
素
』
巻
十

二
「
営
衛
気
別
」
）

以
上
に
拠
れ
ば
、
経
肱
中
に
流
れ
る
経
気
は
営
気
以
外
に
衛
気

か
営
衛
二
気
を
指
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
経
気
が
衛
気
と
同

じ
で
あ
る
と
す
る
と
、
前
章
で
存
在
の
可
能
性
を
検
討
し
た
血

と
対
を
な
す
衛
気
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
ま
た
③⑱

 

血
と
営
気
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
血
の
中
に
営
気
を
含

め
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
経
気
が
営
衛
二
気
を
指
す
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

六
府
者
、
所
以
受
水
穀
而
化
行
物
者
也
、
其
気
内
子
五

蔵
、
而
外
絡
支
節
、
其
浮
気
之
不
循
経
者
為
衛
気
、
其
精

気
之
行
子
経
者
為
営
気
、
陰
陽
相
随
、
外
内
相
貫
、
如
環

之
無
端
、
（
『
霊
枢
』
衛
気
、
『
太
素
』
巻
十
「
経
肱
標

本」）営
者
水
穀
之
精
気
也
、
和
調
於
五
蔵
、
漏
陳
於
六
府
、

及
能
入
於
肱
也
、
故
循
肱
上
下
、
貫
五
蔵
、
絡
六
府
也
、



衛
者
水
穀
之
悴
気
也
、
其
気
憬
疾
滑
利
、
不
能
入
於
肱
也
、

故
循
皮
膚
之
中
、
分
肉
之
間
、
罵
於
盲
膜
、
散
於
胸
腹
、

（
『
素
問
』
痺
論
、
『
太
素
』
巻
二
十
八
「
痺
論
」
）

右
に
拠
れ
ば
、
経
気
即
ち
営
衛
二
気
の
場
合
、
経
気
は
経
肱
の

内
外
に
存
在
す
る
気
で
あ
り
、
存
在
す
る
部
位
は
異
な
る
が
「
陰

陽
相
随
、
外
内
相
貫
」
の
よ
う
に
相
互
に
関
連
を
有
す
る
気
を

意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
普
通
、
経
肱
と
言
う
と
、
そ
の
構
造

は
管
状
物
を
想
定
し
、
経
気
は
そ
の
中
を
流
れ
る
気
で
あ
る
と

想
像
す
る
が
、
経
肱
は
肱
管
の
内
外
を
含
む
概
念
で
あ
る
か
も

知
れ
ず
、
経
気
は
経
肱
の
内
外
に
存
在
す
る
気
で
あ
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
経
気
と
は
血
と
と
も
に
経
肱
中
を
流
れ

る
営
気
、
経
肱
中
の
血
及
び
営
気
と
は
異
な
っ
て
肱
外
を
流
れ

る
衛
気
、
経
肱
中
の
営
気
と
経
肱
外
の
衛
気
を
合
わ
せ
た
も
の
、

と
い
う
三
種
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
見
え
る
営
気
・

衛
気
は
所
謂
営
気
・
衛
気
で
あ
る
の
か
、
こ
の
三
種
の
内
の
ど

れ
が
本
当
の
経
気
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
三
種
と
も

本
当
の
経
気
で
あ
り
、
三
種
類
が
存
在
す
る
の
は
経
気
の
歴
史

的
変
遷
の
反
映
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
等
々
の
問
題
が
あ
る
が

ー94

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

次
は
「
真
邪
以
合
、
波
龍
不
起
、
候
之
奈
何
」
で
あ
る
。
真

0

0

0

 

気
と
邪
気
が
一
緒
に
な
っ
て
も
、
波
や
う
ね
り
が
発
生
し
な
い

場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
診
察
す
る
の
か
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
章
冒
頭
で
引
用
し
た
離
合
真
邪
論
に
「
夫
邪
去

絡
入
於
経
也
、
舎
於
血
肱
之
中
、
其
寒
温
未
相
得
、
如
涌
波
之

起
也
」
と
あ
る
も
の
や
、
引
用
部
の
さ
ら
に
前
に
書
か
れ
て
い

る
次
の
一
文
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

天
地
温
和
、
則
経
水
安
静
、
天
寒
地
凍
、
則
経
水
凝
泣
、

天
暑
地
熱
、
則
経
水
沸
溢
、
卒
風
暴
起
、
則
経
水
波
涌
而

①
 

龍
起
、
夫
邪
之
入
於
肱
也
、
寒
則
血
凝
泣
、
暑
則
気
沖
沢
、

3
 

虚
邪
因
而
入
客
、
亦
如
経
水
之
得
風
也
、
経
之
動
肱
、
其
(

至
也
亦
時
瀧
起
、

右
は
邪
気
の
侵
入
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
経
肱
の
状
況
変
化
を

時
時
の
気
象
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
経
水
の
状
況
変
化
に
響
え

た
も
の
で
あ
り
、
「
卒
風
暴
起
、
則
経
水
波
涌
而
龍
起
」
は
邪

気
の
侵
入
が
経
肱
に
同
様
の
こ
と
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
「
真
邪
以
合
、
波
龍
不
起
」
は
真
気
と
邪
気
が

接
触
す
る
と
波
龍
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
こ
の
前
提
に

拠
れ
ば
真
気
は
邪
気
に
対
す
る
防
衛
機
能
を
持
つ
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
真
気
と
邪
気
が
接
触
し
て
も
波
龍
が
起
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こ
ら
な
い
場
合
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
何
如
な
る
原
因
に

拠
る
も
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
経
水
の
波
龍
が
卒

風
の
暴
起
に
拠
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
邪
気
の
力
が
弱
く
、
侵

入
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
推
測
で
き
る
。

次
の
「
誅
罰
無
過
」
以
下
で
は
ま
ず
句
読
が
問
題
と
な
る
。

「
真
不
可
復
」
ま
で
の
四
句
は
「
惑
」
「
復
」
が
職
。
覚
通
韻

で
一
連
の
も
の
、
「
真
気
已
失
」
よ
り
「
予
人
夭
残
」
ま
で
の

四
旬
も
「
著
」
「
残
」
が
魚
•
陽
対
転
で
同
じ
く
一
連
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
間
の
七
句
は
そ
の
内
容
と
、
前

者
の
末
句
が
「
真
不
可
復
」
で
あ
り
後
者
の
初
旬
が
「
真
気
已

失
」
と
こ
れ
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
前
者
の
記
述

を
よ
り
具
体
的
に
述
べ
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず

「
誅
罰
無
過
」
よ
り
「
真
不
可
復
」
ま
で
で
あ
る
。
「
誅
罰
無

過
」
は
疾
病
が
な
い
の
に
治
療
を
施
す
こ
と
の
喩
え
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
「
甚
だ
し
い
取
り
違
え
」
と
呼
び
、
治

療
を
施
し
た
た
め
に
か
え
っ
て
大
経
肱
を
乱
し
て
し
ま
い
、
真

気
が
回
復
不
能
に
陥
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
正
し
く
機
能

し
て
い
る
経
肱
に
誤
っ
て
治
療
を
施
す
と
そ
の
経
肱
の
機
能
を

混
乱
さ
せ
、
延
い
て
は
真
気
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
経
気
で
あ
る
真
気
に
と
っ
て
は
当
然
の
成
り
行
き
で

あ
る
。次

は
「
用
実
為
虚
」
以
下
七
旬
で
あ
る
が
、
大
意
は
実
証
を

虚
証
と
誤
診
し
、
邪
気
を
真
気
と
見
誤
り
、
治
療
に
明
確
な
原

則
が
な
い
場
合
、
邪
気
が
人
体
を
傷
害
し
、
正
気
を
奪
い
去
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
節
の
気
の
あ
り
方
を
あ
る
べ
き

も
の
か
ら
あ
る
べ
き
で
な
い
も
の
へ
変
え
る
こ
と
に
よ
り
営
衛

が
散
乱
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
証
と
虚
証
は

症
候
に
お
い
て
対
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
と
の
文
章
構
成
上
の
兼
ね
合
い
か
ら
邪
気
と
真
気
も
こ
こ
で

は
対
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
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れ
ま
で
の
本
章
に
お
け
る
検
討
に
際
し
て
邪
気
に
対
処
す
る
真

気
が
幾
度
か
登
場
し
た
が
、
こ
こ
で
は
文
章
の
構
成
の
点
か
ら

邪
気
と
真
気
が
対
の
概
念
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

言
え
よ
う
。
誤
診
・
誤
治
は
邪
気
の
人
体
へ
の
傷
害
を
許
し
、

人
の
正
気
を
失
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
正
気
は
前
章

の
正
風
で
あ
る
正
気
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
邪
気
の
傷
害
に

よ
り
喪
失
す
る
も
の
は
何
か
と
言
え
ば
、
正
常
な
生
理
機
能
で

あ
る
。
と
す
る
と
正
気
は
正
常
な
生
理
機
能
を
行
う
気
で
あ
る

と
推
定
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
正
常
な
生
理
機
能
を

行
う
も
の
と
し
て
既
に
経
気
で
あ
る
真
気
が
あ
り
、
今
こ
こ
で



正
気
が
加
っ
た
こ
と
に
な
る
。
真
気
と
正
気
は
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
奪
人
正
気
、
以
従
為
逆
、
営

衛
散
乱
」
に
明
ら
か
に
関
連
を
有
す
る
記
述
が
『
素
問
』
四
時

刺
逆
従
論
に
見
え
る
の
で
、
そ
れ
を
先
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。

故
刺
不
知
四
時
之
経
、
病
之
所
生
、
以
従
為
逆
、
正
気

内
乱
、
与
精
相
薄
、
必
審
九
候
、
正
気
不
乱
、
精
気
不
転
、

こ
こ
に
は
「
正
気
」
「
以
従
為
逆
」
が
見
え
、
本
章
冒
頭
の
引

用
文
中
に
見
え
た
「
三
部
九
候
」
と
同
じ
「
九
候
」
が
見
え
る
。

従
っ
て
同
じ
医
学
派
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
同
系
統
の
医
学
派

の
論
文
と
推
定
で
き
る
。
先
に
大
意
を
述
べ
た
所
で
「
営
衛
」

に
つ
い
て
は
訳
語
を
与
え
ず
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
が
、
営
衛

二
気
は
『
内
経
』
に
お
い
て
精
気
と
よ
く
表
現
さ
れ
る
か
ら
、

こ
こ
に
見
え
る
精
気
も
「
営
衛
散
乱
」
の
営
衛
に
対
応
す
る
も

の
で
営
衛
二
気
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
密

接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
所
で
四
時
刺
逆
従
論
の
大

意
で
あ
る
が
、
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
気
の
所
在
と
そ
れ
に
応

ず
る
疾
病
の
発
生
状
況
を
把
握
せ
ず
、
当
該
の
季
節
の
気
の
あ

り
方
を
あ
る
べ
き
も
の
か
ら
あ
る
べ
き
で
な
い
も
の
へ
変
え
る

8
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こ
と
に
よ
り
、
正
気
は
乱
れ
、
邪
気
と
精
気
が
闘
ぎ
合
う
こ
と

に
な
る
か
ら
、
三
部
九
候
の
肱
診
に
よ
り
経
気
と
疾
病
の
状
況

を
適
格
に
捉
え
て
そ
の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
正
気
が
生
理
機
能
を
営

む
気
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
文
脈
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
応
じ
た
部
位
に
存
在
す
る
気
そ
の
も
の
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
す
る
気
を
意
味
す
る
と
推
定
で
き
る
。

四
時
刺
逆
従
論
は
季
節
ご
と
に
重
点
的
に
気
血
の
存
在
す
る
部

位
及
び
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

是
故
春
気
在
経
肱
、
夏
気
在
孫
絡
、
長
夏
気
在
肌
肉
、

秋
気
在
皮
屑
、
冬
気
在
骨
髄
中
、
…
…
春
者
天
気
始
開
、

地
気
始
泄
、
凍
解
氷
釈
、
水
行
経
通
、
故
人
気
在
肱
、
夏

者
経
満
気
溢
、
入
孫
絡
受
血
、
皮
府
充
実
、
長
夏
者
経
絡

皆
盛
、
内
溢
肌
中
、
秋
者
天
気
始
収
、
膝
理
閉
塞
、
皮
府

引
急
、
冬
者
蓋
蔵
、
血
気
在
中
、
内
著
骨
髄
、
通
於
五
蔵
、

是
故
邪
気
者
常
随
四
時
之
気
血
而
入
客
也
、
至
其
変
化
、

不
可
為
度
、

正
気
と
は
詳
し
く
言
え
ば
先
に
述
べ
た
「
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

応
じ
た
部
位
に
存
在
す
る
気
」
で
あ
り
、
概
言
す
れ
ば
右
の
文

末
に
見
え
る
「
四
時
の
気
血
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
霊

枢
』
九
鍼
十
二
原
（
『
太
素
』
巻
二
十
一
「
九
鍼
要
道
」
）
に

(41) 
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「
粗
守
形
、
上
守
神
、
神
乎
、
神
客
在
門
（
註
16)
、
未
親
其

疾
、
悪
知
其
原
」
と
あ
る
も
の
を
解
し
て
、
『
霊
枢
』
小
鍼
解

（
『
太
素
』
巻
二
十
一
「
九
鍼
要
解
」
）
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

粗
守
形
者
、
守
刺
法
也
、
上
守
神
者
、
守
人
之
血
気
有

余
不
足
可
補
写
也
、
神
客
者
、
正
邪
共
会
也
、
神
者
、
正

気
也
、
客
者
、
邪
気
也
、
在
門
者
、
邪
循
正
気
之
所
出
入

也
、
未
親
其
疾
者
、
先
知
邪
正
何
経
之
疾
也
、
悪
知
其
原

者
、
先
知
何
経
之
病
所
取
之
処
也
、

こ
こ
に
見
え
る
「
邪
循
正
気
之
所
出
入
也
」
は
先
の
「
邪
気
者

常
随
四
時
之
気
血
而
入
客
也
」
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か

ら
、
正
気
を
「
四
時
の
気
血
」
あ
る
い
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

に
応
じ
た
部
位
に
存
在
す
る
気
」
と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
四
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
気
が
あ

る
の
に
呼
応
し
て
人
体
中
に
も
四
時
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
気

（
血
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
正
気
と
呼
び
、
更
に
詳
し
く
は
四

時
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
気
（
血
）
が
人
体
中
の
四
時
そ
れ
ぞ

れ
に
相
応
し
い
部
位
に
存
在
す
る
も
の
を
正
気
と
呼
ぶ
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
正
気
は
陰
陽
家
あ
る
い
は
風
占
い
の
影
響
下

で
形
成
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
陰
陽
家
に
拠
れ
ば
各
時
節
に
は

そ
の
時
節
を
主
宰
す
る
気
が
あ
り
、
そ
の
気
が
そ
の
時
節
に
お

け
る
生
命
活
動
を
全
う
さ
せ
る
任
を
負
う
。
そ
の
時
節
を
主
宰

す
る
気
に
対
応
し
て
人
体
中
で
生
理
機
能
を
営
む
気
が
正
気
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
風
占
い
に
お
い
て
は

各
時
節
に
実
風
と
虚
風
が
あ
り
、
実
風
は
生
命
活
動
を
促
進
し
、

虚
風
は
生
命
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
風
を
受

け
て
人
体
中
で
生
理
機
能
を
営
む
気
が
正
気
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
「
古
楽
」
に
「
惟
天
之
合
、

正
風
乃
行
」
と
あ
り
、
畢
況
校
所
引
の
趙
注
に
「
言
八
方
之
風

各
得
其
正
也
」
と
云
い
、
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
は
こ
れ

⑫
 

を
是
と
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
実
風
は
正
風
と
同
じ
も
の
と
な
）

る
。
実
風
を
正
風
と
同
じ
と
考
え
て
い
る
の
が
『
甲
乙
経
』
巻

+
「
陰
受
病
発
」
第
一
下
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
前
章
冒
頭
の
剌

節
真
邪
論
と
同
じ
文
を
載
せ
、
「
正
気
者
正
風
也
、
従
一
方
来
、

非
実
風
、
又
非
虚
風
也
」
を
「
正
気
者
正
風
、
従
一
方
来
、
非

虚
風
也
」
に
作
っ
て
い
る
。
『
甲
乙
経
』
の
記
述
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
前
章
と
本
章
の
正
気
は
同
じ
も
の
で
、
時
節
ご
と
の

正
し
い
風
で
あ
る
正
風
を
受
け
て
体
内
に
存
在
し
て
生
理
機
能

を
営
む
気
が
正
気
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
甲
乙
経
』

が
正
し
い
の
か
、
『
霊
枢
』
『
太
素
』
が
正
し
い
の
か
は
別
に

検
討
を
必
要
と
し
、
詳
細
は
そ
れ
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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が
、
前
章
と
本
章
の
正
気
が
陰
陽
家
説
な
い
し
風
占
い
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
依
り
、
経
気
で
あ
る
真
気
と
正
気
と
の
相
違

は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
即
ち
、
経
気
で
あ
る
真
気

は
経
肱
を
循
環
し
つ
つ
通
常
の
生
理
機
能
に
加
え
て
防
衛
機
能

を
営
む
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
正
気
は
時
節
ご
と
に
異
な
る

外
界
の
気
に
対
応
し
て
体
内
に
存
在
す
る
時
節
ご
と
に
あ
る
べ

き
気
で
あ
り
、
生
理
機
能
を
営
む
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
最
後
は
「
真
気
已
失
」
以
下
で
、
真
気
は
既
に
失
わ

れ
、
邪
気
の
み
が
内
部
に
居
残
り
、
人
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る

長
命
を
絶
ち
、
短
命
を
附
与
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
経
気
た
る
真
気
は
単
な
る
生
理
機

能
を
営
む
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
生
命
の
存
否
に
も
関
る
重
要
な

機
能
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
真
気
已
失
」

以
下
四
旬
は
実
質
的
に
は
「
誅
罰
無
過
」
以
下
四
旬
を
受
け
る

も
の
で
、
「
用
実
為
虚
」
以
下
七
旬
は
「
誅
罰
無
過
」
の
四
旬

を
具
体
的
に
説
明
す
る
部
分
と
考
え
て
き
た
が
、
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
前
後
の
各
四
旬
中
に
見
え
る
真
気
と
そ
の
間
の
七
旬
中

に
見
え
る
正
気
・
営
気
・
衛
気
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
経
気
（
つ
ま
り
真
気
）
と
営
衛
二

気
と
の
関
連
、
及
び
真
気
と
正
気
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
そ
の

概
略
を
考
察
し
た
が
、
並
存
す
る
正
気
と
営
衛
二
気
に
対
し
て

真
気
が
何
如
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
先

に
四
一
頁
に
引
用
し
た
『
素
問
』
四
時
刺
逆
従
論
の
末
尾
に
引

き
続
い
て
次
の
一
文
が
あ
る
（
一
部
重
複
す
る
）
。

是
故
邪
気
者
、
常
随
四
時
之
気
血
而
入
客
也
、
至
其
変

化
、
不
可
為
度
、
然
必
従
其
経
気
、
辟
除
其
邪
、
除
其
邪

則
乱
気
不
生
、
帝
日
、
逆
四
時
而
生
乱
気
奈
何
、
岐
伯
日
、

…
…
凡
此
四
時
刺
者
、
大
逆
之
病
（
新
校
正
云
、
按
全
元

起
本
作
六
経
之
病
）
、
不
可
不
従
也
、
反
之
則
生
乱
気
、

相
淫
病
焉
、

邪
気
と
い
う
も
の
は
常
に
そ
の
季
節
に
あ
る
べ
き
気
血
の
あ
り

方
に
応
じ
て
侵
入
す
る
が
、
そ
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
具

体
的
な
侵
入
の
様
態
に
つ
い
て
全
て
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ど
ん
な
場
合
に
も
そ
の
経
気
の
あ
り

方
に
応
じ
て
邪
気
を
除
去
す
る
の
で
あ
り
、
邪
気
を
除
去
す
れ

ば
乱
気
は
生
じ
な
い
。
黄
帝
が
問
う
、
四
時
の
気
血
の
あ
り
方

に
反
し
て
治
療
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
乱
気
が
発
生
す
る
の

か
。
岐
伯
が
答
え
る
、
…
…
季
節
に
応
じ
た
治
療
法
と
い
う
も

の
は
、
六
経
肱
の
疾
病
に
関
し
て
完
全
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

(43) 
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ら
な
い
。
そ
れ
に
反
す
る
治
療
法
を
行
う
と
乱
気
が
発
生
し
、

そ
れ
が
高
じ
て
疾
病
と
な
る
。
以
上
が
大
意
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
其
経
気
」
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
「
四
時
之
気
血
」
の
経
肱

に
あ
る
も
の
を
指
す
。
こ
れ
は
「
必
従
其
経
気
」
が
正
し
い
方

法
で
あ
る
の
に
対
し
、
誤
っ
た
方
法
を
「
逆
四
時
」
と
云
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
少
く
と
も
経
肱
に
あ
る
気

（
血
）
で
あ
れ
ば
四
時
の
あ
る
べ
き
気
血
で
あ
っ
て
も
経
気
と

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
営
衛
二
気
が
経
気
と
呼
び
得

る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
後
の
文
脈
中
で

真
気
（
こ
こ
で
は
経
気
の
別
称
）
と
云
い
、
そ
の
中
間
で
正
気
・

営
気
・
衛
気
が
登
場
す
る
の
は
経
気
で
あ
る
真
気
が
そ
の
三
気

を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
正
気
と
経
気
（
そ
の
別
称
と
し
て
の
真

気
）
の
区
別
は
曖
昧
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
曖

昧
さ
に
よ
る
混
乱
は
離
合
真
邪
論
に
既
に
表
れ
て
い
る
。
本
章

冒
頭
引
用
文
末
尾
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。

不
知
三
部
九
候
、
故
不
能
久
長
、
因
不
知
合
之
四
時
五

行
、
因
加
相
勝
、
釈
邪
攻
正
、
絶
人
長
命
、
邪
之
新
客
来

也
、
未
有
定
処
、
推
之
則
前
、
引
之
則
止
、
逢
而
写
之
、

其
病
立
已
、

こ
の
内
、
「
邪
之
新
客
来
也
」
に
つ
い
て
張
碕
『
素
問
釈
義
』

は
術
文
と
す
る
。
ほ
ぼ
同
文
が
本
章
冒
頭
引
用
文
に
見
え
る
こ

と
か
ら
正
し
い
判
断
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
術
文
で
な
く
て

も
後
附
の
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
「
絶

人
長
命
」
の
旬
も
冒
頭
引
用
文
に
見
え
る
も
の
で
、
同
じ
く
少

く
と
も
後
附
の
文
に
違
い
な
い
。
「
因
不
知
合
之
四
時
五
行
」

と
あ
る
も
の
も
、
そ
れ
よ
り
前
の
文
で
は
全
く
触
れ
な
い
に
も

拘
ら
ず
突
如
と
し
て
五
行
が
登
場
す
る
の
で
、
後
附
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
「
因
不
知
合
之
四
時
五
行
」
以
下
は
後
附
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
「
釈
邪
攻
正
」
と
云
っ
て
邪
気
と
対
応
心⑭

 

す
る
正
気
を
挙
げ
て
い
る
。
冒
頭
引
用
文
で
は
邪
気
と
対
応
す

る
も
の
は
経
気
で
あ
る
真
気
で
あ
っ
た
か
ら
、
後
附
が
何
時
な

さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
既
に
こ
の
段
階
で
経
気
で
あ
る

真
気
と
正
気
の
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
冒
頭
引
用
文
の

「
用
実
為
虚
、
以
邪
為
真
」
の
「
真
」
を
『
甲
乙
経
』
巻
十
「
陽

受
病
発
風
」
第
二
上
は
「
正
」
に
作
り
、
『
甲
乙
経
』
成
立
の

時
期
に
お
け
る
両
者
の
混
乱
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
早
期
か
ら
正
気
と
真
気
の
区
別
が
曖
昧
だ
っ
た
こ
と
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
は
前
章
二
八
頁
で
引
用
し
た
『
簡

明
中
医
辞
典
』
の
記
述
や
次
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
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正
気
と
真
気
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

真
気
、
猶
言
正
気
元
気
也
、
（
『
中
国
医
学
大
辞
典
』
）

真
気
、
同
正
気
。
（
『
簡
明
中
医
辞
典
』
）

本
章
で
検
討
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
経
気
で

あ
る
真
気
は
虚
実
の
概
念
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
補
写
の
技
法
の
影
響
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
経
気
で
あ
る
真
気
は
営
気
を
指
す
場
合
、
衛

気
を
指
す
場
合
、
営
衛
二
気
を
指
す
場
合
、
営
衛
二
気
と
正
気
を

指
す
場
合
の
四
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
遅
く
と
も
『
甲

乙
経
』
成
立
の
頃
に
は
真
気
と
正
気
の
区
分
に
混
乱
が
生
じ
て

お
り
、
後
世
で
は
両
者
の
区
別
は
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
く
な
り
、

同
一
の
も
の
と
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
経
気
の

概
念
の
曖
昧
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
が
経
気

で
あ
る
真
気
に
つ
い
て
本
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

道
家
的
な
真
気

虚
邪
賊
風
、
避
之
有
時
、
括
悛
虚
元
、
真
気
従
之
、
精

（一）
定
義
の
な
い
真
気

神
内
守
、
病
安
従
来
、
是
以
志
閑
而
少
欲
、
心
安
而
不
櫂
、

形
労
而
不
倦
、
気
従
以
順
、
各
従
其
欲
、
皆
得
所
願
、
故

美
其
食
、
任
其
服
、
楽
其
俗
、
高
下
不
相
慕
、
其
民
故
日

朴
、
（
『
素
問
』
上
古
天
真
論
）

右
に
は
「
括
悛
虚
無
」
「
志
閑
」
「
少
欲
」
「
心
安
」
「
朴
」

と
い
っ
た
道
家
に
特
有
の
語
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
、
と
丸

山
敏
秋
氏
（
註
17)
は
指
摘
す
る
。
こ
の
他
に
も
道
家
と
関
連

す
る
部
分
が
あ
る
。

甘
其
食
、
美
其
服
、
楽
其
俗
、
安
其
居
、
（
『
老
子
』

5
 

八
十
章
）
（
註
18)

平
易
括
悛
、
則
憂
患
不
能
入
、
邪
気
不
能
襲
、
故
其
徳
⑭

全
而
神
不
栃
、
（
『
荘
子
』
刻
意
）

「
美
其
食
、
任
其
服
、
楽
其
俗
」
が
『
老
子
』
八
十
章
と
関
連

す
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
上
古
天
真
論
の
新
校

正
は
別
本
が
「
美
其
食
」
を
「
甘
其
食
」
に
作
る
こ
と
を
指
摘

す
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
『
老
子
』
八
十
章
と
の
関
連
は
一
層

顕
著
に
な
る
。
『
荘
子
』
刻
意
は
「
平
易
悟
悛
」
に
よ
っ
て
心

の
平
安
と
身
体
の
健
康
が
箭
さ
れ
る
と
説
き
、
上
古
天
真
論
は

「
括
悛
虚
元
」
に
よ
っ
て
疾
病
の
な
い
状
態
、
さ
ら
に
は
心
志

の
安
閑
が
率
加
さ
れ
る
と
い
、
こ
の
点
で
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
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と
を
述
べ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
表
現
の
み

な
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
も
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

上
古
天
真
論
の
一
文
が
道
家
と
関
連
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
上
古
天
真
論
の
真
気
は
道
家
の
「
真
」
の
影
響

を
受
け
た
も
の
と
の
推
定
が
成
立
す
る
。
道
家
の
「
真
」
は
使

わ
れ
て
い
る
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
を
示
す
が
、
そ
の
核

心
は
作
為
の
な
い
本
質
•
本
源
と
い
え
よ
う
。
そ
の
「
真
」
が

医
術
・
養
生
術
に
導
入
さ
れ
て
真
気
と
し
て
用
い
ら
れ
た
な
ら

ば
、
そ
の
真
気
は
作
為
の
な
い
本
質
的
・
根
源
的
な
気
を
意
味

す
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
真
気
は
、
従
来
使
用
さ
れ
て

き
た
い
く
つ
か
の
気
を
本
質
的
•
本
源
的
に
統
一
し
よ
う
と
す

る
者
が
医
術
・
養
生
術
に
導
入
し
た
か
、
あ
る
い
は
従
来
の
気

の
理
論
に
対
抗
し
て
新
た
な
理
論
を
提
唱
す
る
者
が
導
入
し
た

か
、
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
医
術
・
養
生
術
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
導
入
の

時
ま
で
に
は
医
術
・
養
生
術
の
理
論
に
お
い
て
気
が
重
要
な
地

位
を
占
め
、
相
当
程
度
の
数
の
気
が
識
別
さ
れ
命
名
さ
れ
て
使

用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

さ
て
、
志
閑
・
心
安
・
形
労
と
似
た
用
語
を
使
い
、
真
気
の

代
り
に
「
真
」
を
用
い
る
一
文
が
『
荘
子
』
に
見
え
る
。
そ
れ

は
漁
父
篇
の
孔
子
を
評
す
る
文
章
中
に
見
え
る
「
苦
心
労
形
、

以
危
其
真
」
で
あ
り
、
従
っ
て
道
家
は
こ
れ
と
は
反
対
に
心
を

苦
し
め
ず
、
形
を
労
せ
ず
、
真
を
危
く
し
な
い
こ
と
を
尊
ぶ
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
古
天
真
論
で
は
「
悟
悛
虚
元
」
に

よ
り
真
気
が
従
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
心
安
而

不
儘
、
形
労
而
不
倦
」
が
齋
さ
れ
る
。
漁
父
篇
で
「
真
」
の
保

全
は
目
的
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
上
古
天
真
論
で
真
気
の

従
順
は
―
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
の

違
い
は
思
弁
を
尊
ぶ
道
家
と
現
実
的
効
果
を
尊
ぶ
医
術
・
養
生

術
の
立
場
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
古
天
真
①⑭

 

論
の
主
張
は
「
苦
心
労
形
、
以
危
其
真
」
を
了
解
し
た
上
で
、

「
真
」
を
危
く
し
な
け
れ
ば
「
苦
心
労
形
」
の
悩
み
は
解
決
で

き
る
か
ら
、
道
家
言
の
「
活
悛
虚
元
」
を
援
用
し
て
真
気
を
従

順
な
ら
し
め
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
真
気
の
従

順
に
よ
る
「
苦
心
労
形
」
の
悩
み
の
解
決
を
考
え
る
際
に
、
同

じ
漁
父
篇
の
「
真
在
内
者
、
神
動
於
外
」
の
思
想
も
借
用
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
真
気
が
自
然
の
あ
る
が
ま
ま
に
従

順
に
体
内
に
存
在
す
る
と
き
、
「
神
動
於
外
」
即
ち
霊
妙
な
作

用
が
発
揮
さ
れ
て
「
心
安
而
不
櫂
」
の
み
な
ら
ず
、
「
形
労
而

不
倦
」
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
止



ま
ら
ず
、
「
気
従
以
順
」
も
真
気
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
真
気
が
従
順
な
場
合
に
は
「
各
従
其
欲
、
皆
得

其
願
」
と
い
う
現
実
的
利
益
が
齋
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
真
気
に

対
応
す
る
「
神
動
於
外
」
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
道

家
の
所
説
を
援
用
し
つ
つ
、
積
極
的
に
現
実
的
要
求
に
対
処
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
が
生
身
の
人
間
を
素
材
と
す
る
医
術
・

養
生
術
で
あ
る
。
従
っ
て
、
道
家
の
「
真
」
を
物
質
的
に
具
体

化
し
た
真
気
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
説
の
理
論

的
整
備
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
荘
子
』
刻
意
に
「
虚
元
括
條
、
乃
合
天
徳
」

と
あ
り
、
上
古
天
真
論
の
「
括
悛
虚
元
、
真
気
従
之
」
と
際
立

っ
た
対
称
を
示
し
て
い
る
。
「
虚
元
括
悛
」
あ
る
い
は
「
括
悛

虚
元
」
と
同
じ
条
件
の
下
で
、
道
家
は
徳
に
結
び
つ
け
、
医
術
・

養
生
術
は
気
に
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
は
両
者
の
立
場
の
相
違

を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。
一
見
、
無
関

係
と
も
思
わ
れ
る
徳
と
気
を
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
た

の
が
陰
陽
家
の
聯
術
の
陰
陽
五
行
説
（
註
19)
で
あ
る
。
駆
術

の
陰
陽
五
行
説
中
の
徳
気
論
は
一
方
で
王
符
『
潜
夫
論
』
本
訓

篇
の
道
気
論
（
註
20)
を
経
て
宋
学
の
理
気
論
に
連
な
る
と
考

，
 

9
4
え
ら
れ
、
他
方
で
聯
術
の
所
説
の
要
が
仁
義
節
倹
•
君
臣
上
下

六
親
の
施
に
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
方
士
達
に
よ
っ

て
気
中
心
の
陰
陽
五
行
説
へ
変
形
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

刻
意
篇
・
上
古
天
真
論
・
聯
術
の
三
者
間
の
時
代
的
な
前
後
関

係
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
前
提
か
ら
出
発
し
徳
と
気
と
い
う

全
く
異
な
る
所
に
到
達
し
て
い
る
も
の
の
、
徳
と
気
の
間
に
は

あ
る
肱
絡
が
通
じ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

さ
て
、
陰
陽
家
は
医
家
・
養
生
家
を
含
む
方
士
に
影
響
を
与

え
て
い
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
道
家
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
先
学
（
註
21)
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

m
 

そ
の
影
響
の
与
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
刻
意

篇
「
平
易
括
悛
、
則
憂
患
不
能
入
、
邪
気
不
能
製
」
に
拠
れ
ば
、
⑭

「
平
易
悟
悛
」
に
よ
っ
て
憂
患
も
邪
気
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
上
古
天
真
論
は
「
括
悛
虚
無
」
の
前
に
「
虚
邪
賊
風
、

避
之
有
時
」
と
云
っ
て
邪
気
の
防
除
に
は
時
を
知
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
「
虚
邪
賊
風
、
避
之
有
時
」
は
占
風
家
あ
る
い
は

陰
陽
家
の
所
説
で
あ
り
、
陰
陽
家
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は

い
え
、
こ
れ
程
顕
著
な
用
例
は
道
家
の
文
献
に
は
見
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
道
家
は
陰
陽
家
言
の
内
の
原
理
的
な
部
分
だ
け
を

受
け
入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
医
術
・
養
生
術
で
は
ほ
と
ん
ど

全
面
的
に
陰
陽
家
の
所
説
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
の
違
い
に
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拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
で
見
た
よ
う
に
上
古
天
真
論
が
陰
陽
家
、
と
り
わ
け
占
風

家
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
真
気
と
第
一
章

の
真
気
と
の
関
係
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
第
一
章
の
真
気
も

『
荘
子
』
漁
父
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

両
者
の
関
係
は
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

同
じ
上
古
天
真
論
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

以
酒
為
漿
、
以
妄
為
常
、
酔
以
入
房
、
以
欲
娼
其
精
、

以
耗
散
其
真
、
不
知
持
満
、
不
時
御
神
、
務
快
其
心
、
逆

於
生
楽
、
起
居
無
節
、
故
半
百
而
衰
也
、

こ
こ
に
は
無
節
操
な
生
活
態
度
に
よ
っ
て
損
耗
さ
せ
る
も
の
と

し
て
精
と
真
が
並
称
さ
れ
る
。
先
秦
道
家
の
文
献
は
精
と
真
と

を
原
則
と
し
て
並
称
せ
ず
、
そ
の
唯
一
の
例
外
と
言
え
る
の
が

『
荘
子
』
天
下
の
「
不
離
於
精
、
謂
之
神
人
、
不
離
於
真
、
謂

之
至
人
」
で
あ
る
（
註
22)
。
従
っ
て
精
の
出
現
す
る
篇
と
真
の

出
現
す
る
篇
の
分
析
で
『
荘
子
』
の
成
立
の
一
端
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
『
荘

子
』
に
お
け
る
天
下
篇
の
後
出
性
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

上
古
天
真
論
の
精
•
真
並
称
が
こ
の
影
響
下
に
あ
る
と
す
れ
ば
、 そ

の
成
立
に
―
つ
の
目
安
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
不

知
持
満
」
は
『
老
子
』
九
章
の
「
持
而
盈
之
、
不
如
其
已
」
と

は
方
向
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
精
•
真
の
並
称
の
問

題
を
併
せ
る
と
先
秦
道
家
の
影
響
は
強
い
と
は
言
え
な
い
。
さ

て
、
そ
の
精
と
真
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
「
身
之
本
」
を
意

味
す
る
か
、
あ
る
い
は
精
は
「
生
殖
の
精
」
で
あ
っ
て
、
真
は

「
身
之
本
」
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
真
は
作
為
の
な
い
本
質
•
本
源
で
あ
る
道
家
の
「
真
」
と

関
連
す
る
も
の
と
言
え
る
。

道
家
の
「
真
」
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
『
素
問
』

四
気
調
神
大
論
（
『
太
素
』
巻
二
「
順
養
」
）
に
も
見
え
る
。

夫
四
時
陰
陽
者
、
万
物
之
根
本
也
、
所
以
聖
人
春
夏
養

陽
、
秋
冬
養
陰
、
以
従
其
根
、
故
与
万
物
沈
浮
於
生
長
之

門
、
逆
其
根
、
則
伐
其
本
、
壊
其
真
芙
、

陰
陽
家
と
道
家
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
こ
こ

の
「
真
」
は
文
脈
か
ら
根
本
に
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、

従
っ
て
道
家
の
「
真
」
に
近
い
。
一
方
、
陰
陽
四
時
を
万
物
の

根
本
と
規
定
す
る
の
は
陰
陽
家
の
思
想
で
あ
る
。
陰
陽
家
に
拠

れ
ば
、
陰
陽
四
時
は
天
空
中
の
気
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
天
空

中
の
気
の
表
象
で
あ
り
、
そ
れ
が
根
本
と
規
定
さ
れ
て
い
る
か

(48) 



夫
癖
気
者
、
井
於
陽
則
陽
勝
、
井
於
陰
則
陰
勝
、
陰
勝

則
寒
、
陽
勝
則
熱
、
寵
者
風
寒
之
気
不
常
也
、
病
極
則
復

至
、
…
…
夫
癖
之
未
発
也
、
陰
未
井
陽
、
陽
未
井
陰
、
因

而
調
之
、
真
気
得
安
、
邪
気
乃
亡
、
（
『
素
問
』
籠
論
、

『
太
素
』
巻
二
十
五
「
三
緬
」
）

癒
と
は
風
寒
の
気
の
常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
身
体
の
陰

陽
の
平
衡
を
乱
す
こ
と
に
よ
り
発
熱
さ
せ
た
り
、
悪
寒
さ
せ
た

ー95

り
す
る
。
そ
の
詣
の
発
病
以
前
、
即
ち
陰
陽
の
平
衡
が
破
ら
れ

（二）

ら
、
こ
こ
の
「
真
」
は
必
然
的
に
そ
の
根
本
と
関
連
す
る
こ
と

に
な
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
点
で
こ
の
「
真
」
は
第
一
章
の
真

気
と
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
結
局
、
四
気
調
神

大
論
の
真
気
は
文
章
表
現
と
同
様
に
陰
陽
家
と
道
家
の
双
方
の

概
念
を
あ
わ
せ
持
つ
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
道
家
的
な
真
気
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
が
、
純
然

た
る
道
家
の
概
念
に
由
来
す
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
程
度
の
差

は
あ
る
も
の
の
、
道
家
と
陰
陽
家
の
概
念
を
折
衷
し
て
形
成
さ

れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

「
所
受
於
天
」
的
な
真
気

て
い
な
い
段
階
で
適
切
に
治
療
す
れ
ば
真
気
は
安
定
を
維
持
し
、

癖
気
は
消
滅
す
る
。
こ
の
真
気
は
陰
陽
の
平
衡
と
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
引
用
部
の
前
後
に
は
邪
気
と
衛
気
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
第
一
章
の
『
霊
枢
』

刺
節
真
邪
篇
の
真
気
と
一
致
す
る
の
で
「
所
受
於
天
」
の
真
気

に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
る
。

気
有
余
則
喘
欽
上
気
、
不
足
則
息
利
少
気
、
血
気
未
井
、

五
蔵
安
定
、
皮
屑
微
病
、
命
日
白
気
微
泄
、
…
…
帝
日
、

刺
微
奈
何
、
岐
伯
日
、
按
摩
勿
釈
、
出
鍼
視
之
、
日
、
我

将
深
之
、
適
人
必
革
、
精
気
自
伏
、
邪
気
散
乱
、
無
所
休
）

，
 

息
、
気
泄
膜
理
、
真
気
乃
相
得
、
（
『
素
問
』
調
経
論
、
⑭

『
太
素
』
巻
二
十
四
「
虚
実
補
写
」
）

右
は
心
に
蔵
さ
れ
る
神
、
肺
に
蔵
さ
れ
る
気
、
肝
に
蔵
さ
れ

る
血
、
牌
に
蔵
さ
れ
る
肉
（
註
23)
、
腎
に
蔵
さ
れ
る
志
の
そ

れ
ぞ
れ
の
有
余
・
不
足
•
わ
ず
か
な
異
常
の
場
合
の
症
状
と
治

療
法
を
述
べ
た
も
の
の
内
、
気
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
気
に

つ
い
て
の
わ
ず
か
な
異
常
で
あ
る
「
白
気
微
泄
」
に
対
す
る
治

療
を
述
べ
る
部
分
に
真
気
が
見
え
る
。
治
療
と
は
い
う
も
の
の
、

岐
伯
の
答
え
の
大
部
分
（
「
我
将
深
之
」
以
下
、
恐
ら
く
文
末

ま
で
）
は
治
療
の
際
の
呪
文
で
あ
る
。
『
内
経
』
医
学
は
呪
術
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の
段
階
か
ら
擬
似
科
学
の
段
階
に
全
体
的
に
は
到
達
し
て
い
る

が
、
部
分
的
に
呪
術
的
医
療
の
痕
跡
を
止
め
て
い
る
。
さ
て
、

こ
こ
に
見
え
る
真
気
を
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
考
え
る
の
は

次
の
理
由
に
拠
る
。
調
経
論
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
気
以
外
に

も
神
血
形
志
の
有
余
・
不
足
・
わ
ず
か
な
異
常
に
つ
い
て
論
述

す
る
が
、
神
の
条
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

帝
日
、
刺
微
奈
何
、
岐
伯
日
、
按
摩
勿
釈
、
著
鍼
勿
斥
、

移
気
於
不
足
、
神
気
乃
得
復
、

岐
伯
の
答
え
の
末
尾
の
「
神
気
乃
得
復
」
は
神
の
わ
ず
か
な
異

常
に
対
す
る
治
療
の
効
果
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
神

気
」
は
神
気
血
形
志
の
神
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
振
返
っ
て
気

の
わ
ず
か
な
治
療
を
見
る
と
、
気
の
わ
ず
か
な
異
常
に
対
す
る

治
療
の
効
果
を
言
っ
た
答
え
の
末
尾
は
「
真
気
乃
相
得
」
で
あ

り
、
神
の
例
か
ら
推
せ
ば
こ
の
「
真
気
」
は
神
気
血
形
志
の
気

を
指
す
に
違
い
な
い
。
神
気
血
形
志
の
気
は
肺
に
蔵
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
よ
り
受
け
て
肺
に
蔵
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

風
寒
湿
気
、
客
子
外
分
肉
之
間
、
迫
切
而
為
沫
、
沫
得

寒
則
衆
、
衆
則
排
分
肉
而
分
裂
也
、
分
裂
則
痛
、
痛
則
神

帰
之
、
神
帰
之
則
熱
、
熱
則
痛
解
、
痛
解
則
厭
、
厭
則
他

痺
発
、
発
則
如
是
、
帝
日
、
余
已
得
其
意
癸
、
此
内

不
在
蔵
、
而
外
未
発
子
皮
、
独
居
分
肉
之
間
、
真
気
不
能

周
、
故
命
日
周
痺
、
（
『
霊
枢
』
周
痺
、
『
太
素
』
巻
二

十
八
「
痺
論
」
）

周
痺
と
は
風
寒
湿
気
が
五
臓
の
分
で
も
皮
の
分
で
も
な
く
、

分
肉
の
間
に
存
在
す
る
と
き
、
真
気
が
周
回
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
だ
と
云
っ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
真
気
は
分
肉
の
間
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
真
気
は
「
所
受
於
天
」
の
真
気
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
こ
の
真
気
も
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
考
え
る
。
の5

 

以
上
、
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
三
例
検
（

討
し
た
。
そ
の
内
で
明
ら
か
に
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
認
め

ら
れ
る
の
は
調
経
論
の
真
気
だ
け
で
あ
り
、
他
の
二
者
は
「
所

受
於
天
」
の
真
気
の
可
能
性
が
幾
分
高
い
も
の
の
、
他
の
真
気

の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
正
確
な
所
は
他
の
気
の
考

察
を
経
た
上
で
の
再
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（三）本
腕
者
、
皆
因
其
気
之
虚
実
、
疾
徐
以
取
之
、
是
謂
因

経
気
的
な
真
気
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衝
而
写
、
因
衰
而
補
、
如
是
者
、
邪
気
得
去
、
真
気
堅
固
、

是
謂
因
天
之
序
、
（
『
霊
枢
』
邪
客
、
『
太
素
』
巻
九
「
肱

行
同
異
」
）

「
本
脆
」
と
は
そ
の
経
肱
の
気
の
虚
実
に
基
づ
い
て
治
療
す

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
衝
に
基
づ
い
て
写
し
、
衰
に
基

づ
い
て
補
す
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
こ
う
す
る
場
合
に
は
邪
気

は
退
去
し
て
真
気
は
堅
固
と
な
る
が
、
こ
れ
を
「
天
の
秩
序
に

基
づ
く
」
と
言
う
の
だ
、
と
い
う
の
が
右
の
一
文
の
大
意
で
あ

る
。
文
意
の
細
部
に
関
し
て
は
不
明
の
点
も
あ
る
が
、
要
は
経

肱
の
気
の
虚
実
に
基
づ
い
て
治
療
す
れ
ば
邪
気
は
退
去
し
真
気

は
堅
固
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
真
気

は
経
気
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

持
鍼
之
道
、
欲
端
以
正
、
安
以
静
、
先
知
虚
実
、
而
行

疾
徐
、
左
指
執
骨
、
右
手
循
之
、
無
与
肉
果
、
写
欲
端
以

正
、
補
必
閉
膚
、
輔
鍼
導
気
、
邪
得
淫
洗
、
真
気
得
居
、

…
…
肺
心
有
邪
、
其
気
留
於
両
肘
、
肝
有
邪
、
其
気
留
於

両
腋
、
牌
有
邪
、
其
気
留
於
両
僻
、
腎
有
邪
、
其
気
留
於

両
國
、
凡
此
八
虚
者
、
皆
機
関
之
室
、
真
気
之
所
過
、
血

絡
之
所
遊
、
邪
気
悪
血
、
固
不
得
住
留
、
住
留
則
傷
筋
絡

骨
節
、
機
関
不
得
屈
伸
、
（
『
霊
枢
』
邪
客
、
『
太
素
』

巻
二
十
二
「
刺
法
」
）
（
註
24)

後
半
部
に
は
両
肘
、
両
腋
、
両
碑
、
両
國
の
八
関
節
は
真
気
の

通
過
す
る
所
で
あ
り
、
血
絡
の
浮
き
出
る
所
で
あ
る
と
云
う
。

八
関
節
は
経
肱
の
流
注
経
路
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
真
気
は
経
気

と
考
え
ら
れ
る
。
前
半
部
の
「
邪
得
淫
洗
、
真
気
得
居
」
も
同

じ
文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
経
気
で
あ
る
真

気
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
半
部
の
「
先
知
虚
実
、
而
行
疾

徐
」
は
本
節
冒
頭
の
『
霊
枢
』
邪
客
（
『
太
素
』
肱
行
同
異
）

の
「
皆
因
其
気
之
虚
実
、
疾
徐
以
取
之
」
に
対
応
す
る
も
の
と

思
わ
れ
、
そ
こ
で
の
真
気
も
経
気
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
点
か

ら

も

経

気

的

な

真

気

と

認

め

ら

れ

る

。

⑮

太
陽
為
関
、
陽
明
為
閾
、
少
陽
為
枢
、
故
関
折
則
肉
節

漬
而
暴
病
起
癸
、
…
…
閾
折
則
気
無
所
止
息
而
痰
疾
起
癸
、

故
痰
疾
者
、
取
之
陽
明
、
視
有
余
不
足
、
無
所
止
息
者
、

真
気
稽
留
、
邪
気
居
之
也
、
枢
折
即
骨
縣
而
不
安
於
地
、

（
『
霊
枢
』
根
結
、
『
太
素
』
巻
十
「
経
肱
根
結
」
）

右
は
三
陽
経
を
人
体
に
お
け
る
関
、
閾
、
枢
に
喩
え
、
そ
れ

が
傷
害
さ
れ
た
場
合
に
発
生
す
る
異
常
を
述
べ
る
。
閾
即
ち
陽

明
経
が
傷
害
さ
れ
た
場
合
に
は
「
気
無
所
止
息
」
に
な
り
痰
疾

が
起
こ
る
の
で
あ
る
が
、
「
無
所
止
息
」
と
は
真
気
が
停
滞
し
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て
邪
気
が
そ
こ
に
寄
り
付
く
こ
と
と
解
説
す
る
。
陽
明
経
が
傷

害
さ
れ
た
場
合
の
真
気
の
稽
留
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
真
気
は
陽

明
経
の
真
気
、
つ
ま
り
経
気
的
な
真
気
と
考
え
ら
れ
る
。

七
者
星
也
、
星
者
人
之
七
戟
、
邪
之
所
客
於
経
、
而
為

痛
痺
、
舎
於
経
絡
者
也
、
故
為
之
治
鍼
、
令
尖
如
蚊
虻
唆
、

静
以
徐
往
、
微
以
久
留
、
正
気
因
之
、
真
邪
倶
往
、
出
鍼

而
養
者
也
、
（
『
霊
枢
』
九
鍼
論
、
『
太
素
』
巻
二
十
一

「
九
鍼
所
象
」
）

右
は
治
療
に
用
い
る
九
種
の
鍼
に
つ
い
て
天
地
と
人
体
か
ら

適
当
な
数
を
選
び
出
し
て
尤
も
ら
し
い
数
合
せ
を
行
っ
て
い
る

内
の
七
番
目
の
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
初
め
の
二
旬
は
ほ
と
ん

ど
意
味
が
な
い
。
「
邪
之
所
客
於
経
」
以
下
の
大
意
は
、
邪
気

が
経
肱
に
侵
入
し
て
痛
痺
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
経
絡
に
留
ま
っ

て
い
る
場
合
、
蚊
の
吸
い
口
の
よ
う
に
細
い
鍼
を
作
り
、
そ
れ

を
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
刺
し
、
鍼
を
止
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
留

置
す
る
と
（
註
25)
、
正
気
が
充
実
し
て
真
気
と
邪
気
は
そ
ろ

っ
て
そ
こ
か
ら
動
き
出
す
の
で
、
そ
こ
で
抜
鍼
し
て
真
気
を
養

う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
真
気
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
に

経
気
で
あ
る
。
「
真
邪
倶
往
」
は
見
な
れ
ぬ
表
現
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
た
真
気
と
邪
気
が
鍼
に
よ
っ
て

再
び
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

月
始
生
、
則
血
気
始
精
、
衛
気
始
行
、
月
郭
満
、
則
血

気
実
、
肌
肉
堅
、
月
郭
空
、
則
肌
肉
減
、
経
絡
虚
、
衛
気

去
、
形
独
居
、
…
…
月
生
無
写
、
月
満
無
補
、
月
郭
空
無

治
、
…
…
月
生
而
写
、
是
謂
蔵
虚
、
月
満
而
補
、
血
気
揚

溢
、
絡
有
留
血
、
命
日
重
実
、
月
郭
空
而
治
、
是
謂
乱
経
、

陰
陽
相
錯
、
真
邪
不
別
、
沈
以
留
止
、
外
虚
内
乱
、
淫
邪

乃
起
、
（
『
素
問
』
八
正
神
明
論
、
『
太
素
』
巻
二
十
四

「
天
忌
」
）

こ
の
一
文
は
月
の
盈
虚
と
人
の
気
血
の
盈
虚
が
対
応
す
る
こ
幻5

 

と
を
述
べ
る
。
月
が
欠
け
た
時
は
人
体
の
気
血
も
虚
す
か
ら
治
（

療
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
治

療
を
行
う
な
ら
ば
そ
れ
は
「
乱
経
」
と
呼
ば
れ
、
陰
陽
が
錯
綜

し
、
真
気
と
邪
気
が
区
別
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
が
体
内
深
く

潜
伏
し
て
滞
留
す
る
こ
と
に
な
り
、
体
表
部
は
虚
し
て
体
深
部

は
乱
れ
、
大
き
な
病
邪
が
発
生
す
る
、
と
云
う
。
「
乱
経
」
と

命
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
療
の
過
誤
が
引
き
起
こ
す
経
肱

の
混
乱
状
態
を
述
べ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
こ
に
登

場
す
る
真
気
は
経
気
的
な
真
気
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
経
気
的
な
真
気
を
五
例
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
も
文
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本
節
に
お
い
て
は
（
一
）
か
ら
（
三
）
の
い
ず
れ
か
に
分
類

す
る
こ
と
の
困
難
な
真
気
を
扱
う
。

邪
気
之
中
人
也
、
洒
浙
動
形
、
正
邪
之
中
人
也
微
、
…
…

是
故
工
之
用
鍼
也
、
知
気
之
所
在
、
而
守
其
門
戸
、
明
於

調
気
、
補
写
所
在
、
徐
疾
之
意
、
所
取
之
処
、
写
必
用
員
、

切
而
転
之
、
其
気
乃
行
、
疾
而
徐
出
、
邪
気
乃
出
、
伸
而

迎
之
、
造
大
其
穴
、
気
出
乃
疾
、
補
必
用
方
、
外
引
其
皮
、

令
当
其
門
、
左
引
其
枢
、
右
推
其
府
、
微
旋
而
徐
推
之
、

必
端
以
正
、
安
以
静
、
堅
心
無
解
、
欲
微
以
留
、
気
下
而

疾
出
之
、
推
其
皮
、
蓋
其
外
門
、
真
気
乃
存
、
（
『
霊
枢
』

官
能
、
『
太
素
』
巻
十
九
「
知
官
能
」
）

「
邪
気
之
中
人
也
、
洒
浙
動
形
、
正
邪
之
中
人
也
微
」
は
、

「
正
邪
」
が
「
正
風
」
の
別
称
で
あ
る
か
ら
第
一
章
に
ほ
ぼ
同

文
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
右
に
見
え

る
真
気
は
「
所
受
於
天
」
的
な
真
気
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
補
写
に
関
す
る
文
脈
で
あ
る
点
、
「
徐
疾
之
意
、
所
取
之

（四）

脈
上
か
ら
経
肱
と
の
関
連
が
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
真
気

処
」
は
前
節
「
経
気
的
な
真
気
」
の
第
一
例
の
「
徐
疾
以
取
之
」

に
通
じ
、
「
必
端
以
正
、
安
以
静
」
は
そ
の
第
二
例
の
「
欲
端

以
正
、
安
以
静
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
拠
れ

ば
経
気
的
な
真
気
の
可
能
性
が
あ
る
。
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
、
両
者
が
混
同
さ
れ
る
過
程
、
あ
る
い
は
混
同
さ
れ
た

以
後
の
真
気
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
帝
日
、
形
気
之
逆
順
奈
何
、
岐
伯
日
、
形
気
不
足
、

病
気
有
余
、
是
邪
勝
也
、
急
写
之
、
形
気
有
余
、
病
気
不

足
、
急
補
之
、
形
気
不
足
、
病
気
不
足
、
此
陰
陽
気
倶
不

足
也
、
不
可
刺
之
、
刺
之
則
重
不
足
、
重
不
足
則
陰
陽
倶

紛5
 

燭
、
血
気
皆
尽
、
五
蔵
空
虚
、
筋
骨
髄
枯
、
老
者
絶
滅
、
（

荘
者
不
復
笑
、
形
気
有
余
、
病
気
有
余
、
此
謂
陰
陽
倶
有

余
也
、
急
写
其
邪
、
調
其
虚
実
、
故
日
、
有
余
者
写
之
、

不
足
者
補
之
、
此
之
謂
也
、
故
日
、
刺
不
知
逆
順
、
真
邪

相
拇
、
（
『
霊
枢
』
根
結
、
『
太
素
』
巻
二
十
二
「
刺
法
」
）

右
の
一
文
は
『
霊
枢
』
に
お
い
て
は
前
節
第
三
例
と
同
じ
根

結
篇
に
、
『
太
素
』
に
お
い
て
は
前
節
第
二
例
と
お
な
じ
刺
法

篇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
経
気
的
な
真
気
の
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
補
写
に
言
及
す
る
点
も
経
気
的
な
真
気

で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
経
気
と
病
気
を
一
対
の
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も
の
と
す
る
論
述
は
『
内
経
』
中
で
は
特
異
な
も
の
で
、
こ
の

点
に
対
す
る
考
察
を
経
な
け
れ
ば
詳
し
い
こ
と
は
言
え
な
い
。

夫
脹
者
、
皆
在
於
府
蔵
之
外
、
排
蔵
府
而
郭
胸
脅
、
脹

皮
膚
、
故
命
日
脹
、
…
…
営
気
循
肱
為
肱
脹
（
註
26)
、

衛
気
並
肱
循
分
為
膚
脹
、
…
…
写
虚
補
実
、
神
去
其
室
、

致
邪
失
正
、
真
不
可
定
、
粗
之
所
敗
、
謂
之
夭
命
、
補
虚

写
実
、
神
帰
其
室
、
久
塞
其
空
、
謂
之
良
エ
、
黄
帝
日
、

脹
者
焉
生
、
何
因
而
有
名
、
岐
伯
日
、
衛
気
之
在
身
也
、

常
並
肱
循
分
、
行
有
逆
順
、
陰
陽
相
随
、
乃
得
天
知
、
五

蔵
更
治
、
四
時
有
序
、
五
穀
乃
化
、
然
後
厭
気
在
下
、
営

衛
留
止
、
寒
気
逆
上
、
真
邪
相
攻
、
両
気
相
拇
、
乃
合
為

脹
、
（
『
霊
枢
』
脹
論
、
『
太
素
』
巻
二
十
九
「
脹
論
」
）

右
は
脹
病
の
種
類
•
発
生
原
因
・
証
状
•
治
療
方
法
な
ど
を

論
述
す
る
内
の
一
部
分
で
あ
る
。
虚
を
写
し
実
を
補
す
と
、
「
神
」

「
邪
」
「
正
」
「
真
」
に
影
響
が
及
ぶ
と
云
う
。
こ
れ
は
神
気
・

邪
気
・
正
気
・
真
気
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
文
末
に
は
「
厭
気
」

「
営
衛
」
「
寒
気
」
「
真
邪
」
が
見
え
る
。
厭
気
が
普
通
説
か

れ
る
よ
う
に
寒
厭
の
気
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
「
真
邪
」
の
真

気
は
営
衛
二
気
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
従
来
説
か
れ

る
厭
気
に
つ
い
て
は
か
な
り
誤
解
も
多
い
よ
う
な
の
で
、
厭
気

の
検
討
を
経
な
け
れ
ば
正
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
神
気
・
邪

気
・
正
気
•
真
気
の
並
称
も
他
に
用
例
が
な
い
の
で
、
四
者
が

何
如
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

其
五
蔵
皆
不
堅
、
使
道
不
長
、
空
外
以
張
、
喘
息
暴
疾
、

又
卑
基
贈
、
薄
肱
少
血
、
其
肉
不
石
、
数
中
風
寒
、
血
気

虚
、
肱
不
通
、
真
邪
相
攻
、
乱
而
相
引
、
故
中
寿
而
盛
笑
、

（
『
霊
枢
』
天
年
、
『
太
素
』
巻
二
「
寿
限
」
）

右
に
お
い
て
「
邪
」
が
風
寒
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
血
気
虚
、
肱
不
通
」
を
『
太
素
』
は
「
血
気
不
通
」
に
作
る

が
、
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
邪
気
と
相
心⑮

 

い
攻
む
る
真
気
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
肱
を
循
る
経
気
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
の
関
連
を

示
す
明
証
も
な
い
。
現
段
階
で
こ
の
真
気
は
不
明
な
も
の
の
部

類
に
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

穀
入
於
胃
、
胃
気
上
注
於
肺
、
今
有
故
寒
気
与
新
穀
気
、

倶
遼
入
於
胃
、
新
故
相
乱
、
真
邪
相
攻
、
気
井
相
逆
、
復

出
於
胃
、
故
為
鴫
、
（
『
霊
枢
』
口
問
、
『
太
素
』
巻
二

十
七
「
十
二
邪
」
）

穀
物
が
胃
に
入
る
と
そ
こ
で
胃
気
と
な
り
、
胃
気
は
肺
に
注

ぐ
。
と
こ
ろ
で
肺
に
も
と
か
ら
あ
る
寒
気
と
胃
か
ら
新
し
く
注
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が
れ
た
穀
気
（
つ
ま
り
胃
気
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
ろ
っ
て

胃
に
戻
る
と
、
胃
の
中
で
は
古
い
寒
気
と
新
し
い
穀
気
が
入
り

乱
れ
、
真
気
と
邪
気
が
攻
め
合
っ
て
、
そ
の
ま
ま
胃
か
ら
出
て

ゆ
く
の
で
、
シ
ャ
ッ
ク
リ
と
な
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
邪

気
は
明
ら
か
に
古
い
寒
気
で
あ
る
。
肺
か
ら
胃
に
再
び
戻
っ
て

来
た
時
に
「
故
寒
気
」
「
新
穀
気
」
の
他
に
肺
気
も
一
緒
に
流

れ
込
ん
だ
と
す
れ
ば
、
真
気
は
「
所
受
於
天
」
の
真
気
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
、
あ
る
い
は
胃
に
は
経
肱
を
通
じ
て
入
っ
た
経

気
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
真
気
は
経
気
的
な
真

気
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
る
も
の
で

あ
る
。

有
病
腎
風
者
、
面
附
施
然
、
塑
害
於
言
、
…
…
至
必
少

気
時
熱
、
時
熱
従
胸
背
上
至
頭
、
汗
出
手
熱
、
口
乾
苦
渇
、

小
便
黄
、
目
下
腫
、
腹
中
鳴
、
身
重
難
以
行
、
月
事
不
来
、

煩
而
不
能
食
、
不
能
正
個
、
正
櫃
則
欽
、
病
名
日
風
水
、

…
…
真
気
上
逆
、
故
口
苦
舌
乾
、
（
『
素
問
』
評
熱
病
論
、

『
太
素
』
巻
二
十
九
「
風
水
論
」
）

腎
風
と
い
っ
て
顔
が
ボ
ヅ
テ
リ
と
脹
れ
、
言
語
に
障
害
を
来

す
病
が
あ
り
、
本
来
は
そ
れ
は
治
療
し
て
は
な
ら
な
い
病
な
の

で
あ
る
が
治
療
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
風
水
と
い
う
病
に
発
展

す
る
。
そ
の
風
水
の
諸
症
状
の
―
つ
に
「
口
苦
舌
乾
」
が
あ
り
、

「
口
苦
舌
乾
」
の
発
生
原
因
が
「
真
気
上
逆
」
な
の
で
あ
る
。

真
気
と
い
う
も
の
は
‘
存
し
た
り
、
居
し
た
り
、
稽
留
し
た
り
、

去
っ
た
り
、
脱
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
逆
」
す
る

こ
と
は
希
で
あ
る
。
そ
の
希
な
例
の
―
つ
が
本
節
の
直
前
の
ロ

問
篇
に
見
ら
れ
た
。
口
問
篇
で
は
真
気
と
邪
気
が
攻
め
合
い
、

そ
の
結
果
両
気
が
一
緒
に
胃
か
ら
口
へ
と
逆
流
す
る
。
本
節
で

「
口
苦
舌
乾
」
の
原
因
と
し
て
「
真
気
上
逆
」
を
挙
げ
る
の
は
、

前
節
の
真
気
の
動
き
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

5
 

前
節
は
「
真
邪
相
攻
」
と
し
て
の
真
邪
二
気
の
相
逆
で
あ
る
の

⑮
 

に
対
し
、
本
節
で
は
真
気
単
独
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
真
気
が

単
独
で
上
逆
す
る
こ
と
は
通
常
の
理
解
を
越
え
る
こ
と
と
思
わ

れ
、
張
志
聰
『
素
問
集
註
』
は
「
真
気
者
、
蔵
真
之
心
気
也
」

と
云
い
、
普
段
は
現
れ
る
こ
と
の
な
い
蔵
真
の
気
と
解
す
る
ほ

ど
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
あ
る
。
『
素
問
』
寵
論
に

「
此
真
往
而
未
得
井
者
也
」
と
あ
り
、
新
校
正
は
「
按
甲
乙
経

真
往
作
其
往
、
太
素
作
直
往
」
と
云
う
。
『
太
素
』
巻
二
十
五

「
三
龍
」
及
び
『
甲
乙
経
』
巻
七
「
陰
陽
相
移
発
三
龍
」
第
五

は
確
か
に
新
校
正
の
言
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
推
す
と

「
真
気
上
逆
」
は
「
其
気
上
逆
」
を
誤
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
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れ
る
。
張
注
も
「
其
気
上
逆
」
も
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
、
本

当
の
所
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
単
独
で
上
逆
す
る
真
気
は
こ

れ
ま
で
に
検
討
し
た
真
気
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
と
言
え
る
。

以
上
、
六
例
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。

ま
ず
第
一
は
「
所
受
於
天
」
的
真
気
と
経
気
的
な
真
気
の
双
方

に
関
連
す
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
関
連
す
る
可
能
性
を

有
す
る
も
の
で
、
第
一
、
第
二
、
第
五
の
例
が
こ
れ
に
当
る
。

第
二
は
「
所
受
於
天
」
的
真
気
と
経
気
的
な
真
気
の
双
方
に
ほ

と
ん
ど
無
関
係
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第
四
例
と
第
六
例

が
こ
れ
に
当
た
る
が
、
第
六
例
の
真
気
は
極
め
て
特
異
な
も
の

で
あ
る
。
第
三
は
従
来
の
検
討
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
要

素
が
加
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
要
素
の
考
察
の
後
に
再
検

討
の
必
要
が
あ
る
も
の
で
、
第
三
例
が
こ
れ
に
当
た
る
。

『
内
経
』
に
は
性
格
の
ほ
ぼ
明
ら
か
な
真
気
が
三
種
類
存
在

す
る
。
「
所
受
於
天
」
の
真
気
、
経
気
で
あ
る
真
気
、
道
家
的

な
真
気
で
あ
る
。

「
所
受
於
天
」
の
真
気
は
呼
吸
に
よ
っ
て
肺
に
取
り
入
れ
ら

ま
と
め

れ
る
。
従
来
、
肺
に
貯
え
ら
れ
る
気
と
し
て
は
宗
気
と
大
気
が

知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
他
に
真
気
が
加
っ
た
こ
と
に
な
る
。

宗
気
は
冒
に
摂
取
さ
れ
た
穀
気
の
一
部
が
肺
に
上
注
す
る
も
の

で
あ
る
。
太
気
は
宗
気
の
別
名
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
問
題
と
考
え
る
。
「
穀
気
と
井
わ

せ
て
身
を
充
た
す
」
と
云
う
だ
け
で
、
こ
の
真
気
と
穀
気
が
何

処
で
一
緒
に
な
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
肺
に
お

い
て
で
あ
ろ
う
。
真
気
と
と
も
に
身
を
充
た
す
穀
気
と
先
の
宗

気
（
大
気
）
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
宗
気
・
大
気
・
所
受
於
天

の
真
気
の
三
者
の
関
係
の
解
明
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
「
所
のCS 

受
於
天
」
の
真
気
の
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
正
風
と
対
峙

す
る
時
以
外
は
そ
れ
が
虚
邪
の
気
と
対
立
抗
争
す
る
こ
と
は
な

い
。
正
風
は
邪
気
で
は
な
く
、
人
体
を
害
す
る
力
が
あ
っ
た
と

し
て
も
極
め
て
微
弱
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
所
受
於
天
」
の

真
気
に
は
防
衛
機
能
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
よ
う
。
実
の
と

こ
ろ
、
「
所
受
於
天
」
の
真
気
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
機
能

が
あ
る
の
か
判
断
す
べ
き
記
述
が
見
当
た
ら
ず
、
従
っ
て
そ
の

機
能
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
「
所
受
於
天
」
が
『
荘
子
』
漁

父
に
典
拠
を
持
つ
と
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
生
命
の

本
質
•
本
源
に
関
る
気
で
あ
ろ
う
。
こ
の
真
気
の
存
在
す
る
部



位
は
、
具
体
的
記
述
か
ら
は
分
肉
の
間
や
皮
膚
の
間
が
考
え
ら

れ
、
穀
気
と
と
も
に
全
身
を
充
た
す
と
い
う
こ
と
か
ら
は
そ
の

言
葉
通
り
全
身
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

経
気
で
あ
る
真
気
は
経
肱
に
存
在
す
る
気
で
あ
る
。
経
肱
に

存
在
す
る
気
と
し
て
は
具
体
的
に
は
営
気
が
あ
り
、
衛
気
が
あ

り
、
営
衛
二
気
が
あ
り
、
営
衛
二
気
に
正
気
が
加
っ
た
も
の
が

あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
が
経
気
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
を
持
つ
。

更
に
は
『
荘
子
』
知
北
遊
の
「
通
天
下
一
気
耳
」
に
見
ら
れ
る
気

一
元
論
の
影
響
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
霊
枢
』
決
気
（
『
太

素
』
巻
二
「
六
気
」
）
に

余
聞
人
有
精
気
津
液
血
肱
、
余
意
以
為
一
気
耳
、
今
乃

弁
為
六
名
、
余
不
知
其
所
以
然
、

と
あ
り
、
血
を
も
気
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
血
を
も
含
め
て

経
肱
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
全
て
経
気
と
称
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
経
気
で
あ
る
真
気
の
機
能
は
外
邪
に
対
す
る
防
衛

機
能
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
他
に
一
般
の
生
理
機
能
、
更
に
は

生
命
維
持
の
根
幹
に
も
関
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
真

気
は
虚
実
診
断
の
対
象
と
な
り
、
補
写
技
法
の
対
象
と
な
る
。

道
家
的
な
真
気
は
道
家
的
言
辞
が
多
用
さ
れ
る
養
生
を
説
く

，
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篇
に
見
ら
れ
る
。
道
家
と
養
生
家
の
接
近
は
、
実
践
を
主
と
す

る
養
生
家
が
自
説
を
表
現
す
る
際
に
道
家
の
用
語
を
借
用
し
た

か
、
あ
る
い
は
道
家
が
養
生
説
に
自
ら
の
思
想
と
の
共
通
項
を

見
い
出
し
て
取
り
込
ん
だ
か
、
い
ず
れ
か
の
契
機
に
よ
っ
て
始

ま
り
、
時
と
と
も
に
緊
密
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
流
れ
の
中
で
道
家
の
「
真
」
の
概
念
を
借
用
し
て
案
出

さ
れ
た
も
の
が
道
家
的
な
真
気
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
従

っ
て
、
道
家
的
な
真
気
は
作
為
の
な
い
本
質
的
•
本
源
的
な
気

を
基
本
的
に
は
意
味
し
よ
う
。
一
方
、
道
家
で
は
あ
ま
り
重
視

さ
れ
な
い
占
風
家
的
な
「
虚
邪
賊
風
、
避
之
有
時
」
や
儒
家
的

C
 

な
「
起
居
」
の
節
が
道
家
的
な
真
気
を
語
る
文
脈
に
見
ら
れ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
非
道
家
的
言
辞
と
共
存
す
る
こ
と
は
、
⑮

こ
の
真
気
の
概
念
が
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
道
家
の
「
真
」
を
そ
の
ま
ま
気
に
適
応
さ
せ
た
も
の

で
は
あ
り
得
な
い
。
結
局
、
道
家
的
な
真
気
と
は
道
家
の
「
真

に
基
礎
概
念
を
借
り
て
は
い
る
が
、
養
生
思
想
に
沿
っ
た
修
正

を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
『
内
経
』
に
見
ら
れ
る
主
要
な
三
種
の
真
気
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
次
に
述
べ
て
み
た
い
。

「
所
受
於
天
」
あ
る
い
は
経
気
と
規
定
さ
れ
る
真
気
が
最
初

に
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
何
故
な
ら
、
最
初
に
明
確
な
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概
念
規
定
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
学
説
を
展
開
す
る
と
い
う
プ

，
 

ロ
セ
ス
を
取
る
こ
と
は
伝
統
的
な
中
国
の
学
術
の
様
式
に
お
い

て
は
稀
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
拠
る
。
一
般
的
に
は
あ
る
新
し

い
タ
ー
ム
は
明
確
な
概
念
規
定
の
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
使
用
さ

れ
、
そ
れ
が
あ
る
期
間
を
経
た
後
に
確
認
的
に
定
義
さ
れ
る
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
る
意
味
を
附

与
す
る
場
合
に
新
し
い
定
義
が
な
さ
れ
る
。
「
所
受
於
天
」
あ

る
い
は
経
気
と
い
う
定
義
も
こ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
定
義
を
下
す
以
前
に
何
ら
か
の
意

味
を
有
す
る
真
気
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
真
気

が
最
初
の
真
気
で
あ
り
、
そ
れ
は
養
生
術
で
用
い
ら
れ
、
道
家

の
「
真
」
の
概
念
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
最
初
に
養
生
術
で
用
い

ら
れ
た
真
気
が
『
素
問
』
『
太
素
』
の
養
生
に
関
す
る
諸
篇
に

現
存
す
る
も
の
と
直
接
的
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
現
段
階
で

は
不
明
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）
そ
う
す
る
と
、
最
初
の
真

気
は
作
為
の
な
い
本
質
的
•
本
源
的
な
気
を
意
味
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
真
気
に
時
の
経
過
と
と
も
に
二
つ
の
変
化
が
現

れ
る
。
医
術
へ
の
浸
透
と
意
味
の
変
化
で
あ
る
。
養
生
術
を
行

う
者
と
医
術
を
行
う
者
は
方
士
と
い
う
呼
称
で
一
ま
と
め
に
さ

れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
養
生
術
も
医
術
も
程
度
の
差
は
あ
る
も

の
の
人
体
の
正
常
な
機
能
の
維
持
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
両

者
の
思
想
に
は
共
通
部
分
も
多
く
、
同
じ
よ
う
な
テ
ク
ニ
カ
ル
・

タ
ー
ム
を
多
く
共
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
養
生
術
で
使
わ
れ
て
い
た
真
気
が
医
術
の
用
語
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
道
家
的
な
真
気
が
あ

る
期
間
用
い
ら
れ
た
後
、
意
味
に
お
け
る
変
化
も
現
れ
た
。
そ

れ
は
人
体
に
対
す
る
自
然
界
の
気
の
影
響
を
重
視
す
る
占
風
家

的
な
い
し
陰
陽
家
的
方
士
に
よ
り
「
所
受
於
天
」
の
定
義
が
与

え
ら
れ
、
ま
た
人
体
に
お
け
る
経
肱
の
機
能
を
重
視
す
る
方
士
③は

3

に
よ
り
経
気
の
定
義
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
所
受
於

天
」
と
経
気
と
の
二
種
の
定
義
附
け
は
ど
ち
ら
が
先
で
ど
ち
ら

が
後
か
は
不
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
「
所
受
於
天
」
の
定
義
は

道
家
の
典
籍
に
通
ず
る
こ
と
か
ら
、
最
初
の
道
家
的
な
真
気
に

続
い
て
下
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
経
気
と
い
う
定
義
は
経
肱
の

概
念
が
あ
る
程
度
完
成
し
、
そ
の
重
要
性
が
広
く
認
知
さ
れ
た

段
階
で
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
時
期
的
に
は
最
も

遅
く
医
家
（
医
術
を
主
と
す
る
方
士
）
に
拠
り
附
与
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
真
気
を
経
気
と
定
義
し
た
医
家
は
外
気
の
経

口
的
摂
取
の
立
場
に
立
っ
て
胸
中
の
気
を
宗
気
と
す
る
た
め
に



「
所
受
子
天
」
の
真
気
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
で
新
た

に
真
気
を
経
気
と
定
義
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
『
内

経
』
中
の
三
種
の
主
要
な
真
気
の
関
係
を
概
説
し
た
が
、
要
す

る
に
養
生
術
を
主
と
す
る
方
士
（
養
生
家
）
が
道
家
的
な
真
気

の
語
を
最
初
に
使
用
し
、
次
い
で
占
風
術
な
い
し
陰
陽
説
に
長

じ
た
医
術
を
主
と
す
る
方
士
（
医
家
）
が
道
家
的
な
真
気
の
影

響
を
一
部
に
残
し
つ
つ
「
所
受
於
天
」
の
真
気
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
最
後
に
経
肱
の
概
念
を
医
術
の
中
心
に
据
え
る
方

士
（
医
家
）
が
経
気
で
あ
る
真
気
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
内
経
』
に
は
右
の
三
種
類
の
真
気
が
存
在
す
る
が
、
『
内

経
』
全
体
の
真
気
を
通
覧
す
る
と
三
種
類
の
い
ず
れ
か
に
明
確

に
限
定
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、
三
種
類
の
内
の
複
数
の
性
格

を
兼
有
す
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
三
種
類
の
真
気
の
概
念

に
混
同
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
の
混
同
は
三
種

類
の
真
気
間
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
う

る
に
真
気
の
概
念
の
混
同
は
三
種
類
の
真
気
内
に
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
経
気
で
あ
る
真
気
の
特
徴
は
邪
気
に
対
す
る
防
衛
機

能
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
正
気
と
の
間
で
混
同

96

が
生
じ
た
。
真
気
と
正
気
の
混
同
は
『
内
経
』
中
に
既
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
混
同
が
発
端
と
思
わ
れ
る
が
後
世
に
は
真

気
と
正
気
が
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
『
内
経
』

に
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
が
、
生
命
あ
る
い
は
存
在
の
根
元
的

な
気
と
し
て
元
気
が
案
出
さ
れ
、
そ
れ
が
流
布
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
本
質
的
•
本
元
的
な
気
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
真

気
と
の
混
同
が
生
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
概
念
が
曖
昧

化
し
て
い
っ
た
真
気
は
後
の
医
家
理
論
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な

く
な
り
、
養
生
思
想
の
方
で
命
脈
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
要

す
る
に
真
気
は
養
生
術
に
始
ま
り
、
医
術
に
導
入
さ
れ
た
も
の

の
、
再
び
養
生
術
に
帰
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

劉
長
林
『
内
経
的
哲
学
和
中
医
学
的
方
法
』
第
二
章

「
気
」
三
十
二
頁
（
科
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
。

(
2
)

例
え
ば
注
機
は
『
石
山
医
案
』
上
巻
で
営
衛
気
血
に

つ
い
て
論
じ
、
喩
昌
は
『
医
門
法
律
』
巻
一
で
大
気
と

営
衛
を
論
じ
て
い
る
。

(
3
)

慮
玉
起
•
鄭
洪
新
『
内
経
気
学
概
論
』
（
遼
寧
科
学

技
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
。
邦
訳
は
堀
池
信
夫
・

菅
本
大
二
•
井
川
義
次
『
中
国
医
学
の
気
』
（
谷
口
書

註(
1
)
 

(59) 
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店
、
一
九
九
0
年
）
。

(
4
)

「
其
気
外
発
膜
理
、
開
竃
毛
、
淫
気
往
来
、
行
則
為

痒
」
は
『
太
素
』
に
依
る
。
こ
の
場
合
、
「
開
奄
毛
」
の

「
開
」
は
『
管
子
』
幼
官
の
「
凡
物
開
静
」
の
注
「
開

静
、
動
静
也
」
と
同
じ
く
「
動
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
霊
枢
』
は
「
其
気
外
発
、
腰
理
開
、
竃
毛
揺
、

気
往
来
行
、
則
為
痒
」
に
作
る
。

(
5
)

馬
済
人
『
実
用
医
学
気
功
辞
典
』
（
上
海
科
学
技
術

出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
九
五
頁
。
馬
済
人
が
引
用
す

る
喩
昌
『
医
門
法
律
』
巻
一
「
先
哲
格
言
」
に
は
「
但

真
気
所
在
、
其
義
有
三
、
日
上
中
下
也
、
上
者
所
受
子

天
、
以
通
呼
吸
者
也
、
中
者
生
子
水
穀
、
以
養
営
衛
者

也
、
下
者
気
化
子
精
、
蔵
子
命
門
、
以
為
三
焦
之
根
本

者
也
。
」
と
あ
り
、
喩
昌
は
真
気
を
「
所
受
於
天
」
に

限
定
し
て
い
な
い
。

(
6
)

山
東
中
医
学
院
•
河
北
医
学
院
校
釈
『
黄
帝
内
経
素

問
校
釈
』
一
四
二
頁
（
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
二

年
）
。

(
7
)

十
見
中
の
二
見
は
本
章
冒
頭
引
用
文
中
の
「
気
者
有

真
気
、
有
正
気
、
有
邪
気
、
」
と
『
素
問
』
挙
痛
論
の

「
神
有
所
帰
、
正
気
留
而
不
行
、
」
で
、
前
者
は
文
脈

か
ら
実
質
的
用
例
に
数
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
後
者
は
『
太
素
』
巻
二
「
九
気
」
及
び
『
甲

乙
経
』
巻
一
「
精
神
五
蔵
」
第
一
が
「
神
有
所
止
、
気
留

而
不
行
、
」
に
作
る
も
の
に
従
う
べ
き
も
の
。
真
気
と

並
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
稿
の
「
二
経
気
で
あ

る
真
気
」
所
掲
『
素
問
』
離
合
真
邪
論
及
び
「
三
定
義

の
な
い
真
気
」
所
掲
『
霊
枢
』
九
鍼
論
参
照
。
精
気
と

並
存
す
る
も
の
は
『
素
問
』
四
時
刺
逆
従
論
に
見
え
る
。

邪
気
と
並
存
す
る
も
の
は
『
霊
枢
』
小
鍼
解
（
『
太
素
』
06
 

巻
二
十
一
「
九
鍼
要
解
」
）
及
び
『
霊
枢
』
病
伝
に
見
(

え
る
。

(
8
)

『
仁
和
寺
本
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
二
九
ー
三
（
東

洋
医
学
研
究
会
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
、
オ
リ
エ
ン

ト
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
。

(
9
)

山
田
慶
児
「
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」
（
『
思
想
』

一
九
七
九
年
八
）
、
「
古
代
中
国
に
お
け
る
医
学
の
伝

授
に
つ
い
て
」
（
『
漢
方
研
究
』
一
九
七
九
年
一

0
及

び
―
一
）
、
「
九
宮
八
風
説
と
少
師
派
の
立
場
」
（
『
東

方
学
報
』
第
五
二
冊
、
一
九
八
0
年
）
。
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(10)

こ
の
他
、
斉
の
曹
山
附
の
条
に
「
腹
中
虚
」
、
陽
虚

侯
の
相
の
趙
章
の
条
に
「
中
蔵
実
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
所
謂
虚
実
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
全
く
無
関
係
と

い
う
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
前
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

(11)

『
史
記
』
扁
鵬
倉
公
列
伝
で
淳
子
意
が
人
の
上
書
に

よ
り
罪
を
得
た
の
は
文
帝
四
年
と
さ
れ
る
が
、
『
漢
書
』

刑
法
志
に
は
文
帝
の
十
三
年
と
あ
る
。
倉
公
伝
に
は
淳

子
意
が
陽
慶
に
師
事
し
始
め
た
の
が
高
后
八
年
、
三
年

間
師
事
し
た
と
あ
り
、
ま
た
今
は
陽
慶
が
死
ん
で
か
ら

十
年
ほ
ど
に
な
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
公
十
三
年
を

是
と
す
る
『
史
記
会
注
考
証
』
の
説
に
従
う
。

(12)

馬
王
堆
漢
墓
吊
書
整
理
小
組
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
・

騨
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
山
田
慶
児
編

『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
・
訳
注
篇
』
（
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
。

(13)

江
陵
張
家
山
漢
簡
整
理
小
組
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
《
肱

書
》
釈
文
」
（
『
文
物
』
一
九
八
九
年
第
七
期
）
。

(14)

山
田
『
夜
嗚
く
鳥
』
「
医
学
の
伝
授
」
追
記
（
岩
波

書
店
、
一
九
九
0
年
）
。

(15)

『
素
問
』
『
霊
枢
』
と
『
太
素
』
の
新
旧
問
題
の
概

略
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
陰
陽

説
か
ら
陰
陽
五
行
説
へ
の
変
容
」
（
『
大
東
文
化
大
学

漢
学
会
誌
』
第
三
十
号
）
一
章
参
照
。

(16)

「
神
乎
、
神
客
在
門
」
は
『
太
素
』
九
鍼
要
道
の
旬

読
「
神
乎
神
、
客
在
門
」
が
本
来
は
正
し
い
が
、
『
霊

枢
』
小
鍼
解
（
『
太
素
』
九
鍼
要
解
）
を
引
用
す
る
都

合
で
そ
の
旬
読
に
従
っ
た
。

(17)

丸
山
『
黄
帝
内
経
と
中
国
古
代
医
学
』
第
四
章
〈
内

経
医
学
〉
の
大
要
、
第
五
節
「
予
防
医
学
と
し
て
の
養

ー

生
」
一
、
道
家
的
養
生
説
（
東
京
美
術
、
一
九
八
八
年
）
。

6
 

(18)

馬
王
堆
漢
墓
出
土
『
吊
書
老
子
』
に
拠
る
。

(19)

拙
稿
「
賜
子
五
行
説
考
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』

第
三
十
八
集
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

(20)

『
気
の
思
想
』
第
一
部
「
原
初
的
生
命
観
と
気
の
概

念
の
成
立
」
の
戸
川
芳
郎
氏
に
よ
る
「
総
論
」
九
頁
参

照
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
。

(21)

津
田
左
右
吉
『
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
』
第
三
篇

「
老
子
の
後
の
思
想
界
」
第
六
章
「
享
楽
の
思
想
及
び

養
生
の
説
」
、
第
四
篇
「
道
家
の
思
想
の
展
開
」
第
二

章
「
養
生
説
と
死
生
観
」
お
よ
び
第
五
章
「
天
人
の
関
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係
及
び
宇
宙
観
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）
。

(22)

『
老
子
』
二
十
一
章
の
「
其
中
有
精
、
其
精
甚
真
」

は
並
称
の
例
と
は
な
り
得
な
い
。

(23)

調
経
論
冒
頭
で
は
「
神
有
余
、
有
不
足
、
気
有
余
、

有
不
足
、
血
有
余
、
有
不
足
、
形
有
余
、
有
不
足
、
志

有
余
、
有
不
足
」
と
云
い
、
肉
の
代
わ
り
に
形
が
見
え
、

続
く
本
文
中
で
も
形
の
有
余
・
不
足
を
論
じ
て
い
る
。

肉
と
形
が
如
何
に
関
係
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
今
は
問

わ
な
い
。

仁
和
寺
本
『
太
素
』
は
巻
首
欠
落
し
て
篇
名
未
詳
。

「
刺
法
」
は
粛
延
平
本
に
拠
る
。

(25)

「
微
以
久
留
」
の
微
は
徽
の
仮
借
で
あ
り
、
徽
は
止

で
あ
る
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
。

(26)

「
営
気
循
肱
為
肱
脹
」
、
『
霊
枢
』
は
「
営
気
循
肱
、

衛
気
逆
為
肱
脹
」
に
作
る
。
下
の
「
何
因
而
有
名
」
「
常

並
肱
循
分
」
「
五
蔵
更
治
、
四
時
有
序
」
も
『
太
素
』

に
従
う
。

(24) 

(62) 


